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明治二十六年一月十三日　夜二時四十五分
刻限御話
さあ／＼／＼／＼一つの話、一寸掛かり掛けた。どういう事、もうこれだん／＼広くの処、一寸暫くの処、あちらも狭い、こちらも狭い。取り寄せ。狭い／＼所からよう／＼取り広めた所、変えて事情一つ多くの中、やれ／＼という。よう／＼の日一寸移りた。日々の処多くの中の思やん、今まで内々思やん。これからは世界の思やんと立て替える。一戸一つの思やんは堅いようなものなれど弱いもの。一番世界の理から治めたら、どんな事でも治まるとも分からん。まあ一年で出来ようか、三年で出来ようか。一段仕上げて又一つ仕上げて二段と言う。分からんから皆道を失うて了う。これさえ／＼とうまい事ばかり思うからどうもならん。大きいもの早く欲し、道筋取られて了た。年限知らんからどうもならん。この残念さ何とも知れん。世界多くの中、だん／＼入り込んで一寸始め掛けた。内々に一つ事情、世界事情、広い心さえあればどんな道も付いて来る。話を砕いて持って行く。小さいからどんなに成るとも知れたものは無い。見えん先から知らしたる。何でもないと思うからそれまでのもの。一重二重積んだ、これまでというものは存命の間は頼り、一人又一つ事情をこれ一年の間に了うた。それより一時事情又一人、それより考えばどんな事でもはい／＼、この理結構であります、この道分からんから曇る。一寸曇れば何にも分からん、始められん。晴れん心にもろ／＼がどうもならん。これ一つ何でも晴らさにゃならん。世界一遍に晴らそうと思えど、あちらから雲が出る、こちらから雲が出る。今までの処存命の間、一々一つの事情委せ置いたる。ふでさきにも出てある。十二下りの理にも出てある、十二下り出て居る。この事情からはい／＼、この事情から聞き分け。たゞ一度の道じゃあろまい。通りたら分かる。三年これまで楽しんだる、世界明らかと言うであろう。遠慮気兼は要らんと言うたる。頼み置いたる一つの理、十二下り一人の身体より治め来たる処、誰が頼りであるか、一人の目当てに入り込んだる、中々大切、誰が大切、いかなる処も仕上げた。入り込んだる身体というは、若き者であろうか、学者であろうか、智者であろうか、よう聞き分け。この道始め掛けたる、草生えの中から始め掛け、どんな事も出てある。もうこれ心さえ曇りが無いと思う。曇りさえ無くば何も怖わき恐ろしいは無い。もう一段一寸掛かり掛ける。一度にも仕上げる。一時の理一時は一代、一つさあ、一代も一年、一年も一代、これ事情にて悟ってくれ。これまでよりだん／＼思やんしてみよう。嘘は無い。嘘は一つも言うてない。これ事情にて、互い／＼の心を治めてくれるよう。

さあ／＼／＼／＼一つの話、一寸掛かり掛けた。どういう事、もうこれだん／＼広くの処、一寸暫くの処、あちらも狭い、こちらも狭い。
（さあ／＼／＼／＼あらゆる理も事情もいんねんも皆世界救けの為に一体と成って働いて居るという一つの話をするのであるが、その原因は、どうにもならなく成ってしまった世界中を速やかに救け上げなければ成らないという、一寸やそっとではない重大な理を以て掛かり掛けたのや。
どういう事も可愛い子供たちを救けようとする為であって、山のように積み上げた残念の理を果たそうともせず、目先の楽しみばかりを求めて恩に恩を重ね続け、破滅の道に向かってまっしぐらに進む訳の分からない人間心をもうこれ以上見許す事は出来ないから、段々に広くの処〈そんな残念な心を洗い清める為の難儀な道を楽しみ通る広い心〉を治めさそうとするのであり、その為の一寸しばらくの処の苦労艱難の道〈ひながた通りの一列救けの道〉を通してやろうと思えど、あちらも狭い〈真実誠の神の話を速やかに聞き入れるだけの心のゆとりが無い〉、こちらも狭いというような処である。）

取り寄せ。狭い／＼所からよう／＼取り広めた所、変えて事情一つ多くの中、やれ／＼という。よう／＼の日一寸移りた。日々の処多くの中の思やん、今まで内々思やん。これからは世界の思やんと立て替える。
（そこで神が色々と思案をして確かな世界救けの道を創造したのであり、その為の神の道具として働いて貰う為に皆々を取り寄せたのや。
それ以来長い年限を掛けて皆々の胸の掃除をして来たのであるが、今ここへ来てようやく、目先の事や自分の事ばかりを考える狭い／＼処から、長い心を持って神に従う広い心をよう／＼取り広めたという処である。
又、苦労艱難の理に変えて胸の掃除をするという事情一つの道の多くの中には、何もかも捨てて世界の為に尽くそうとする者が今やっと出て来たのであって、やれ／＼と言う処である。
長い年限を掛けて段々に出来上がるよう／＼の日によって、道の事情は一寸移りたという処でもある。
又日々の処の多くの中の思案も、今まで容易に治まらなかった内々の思案〈神様と共に世界救けの為に尽くそうとする誠の心〉が、ようよう治まるように成って来たのや。
そこで次の道〈皆々で心を揃えて通る世界救けの道〉に変えると言うのであり、これから先は、世界の為に尽くそうとする誠の思案を持たなければ誰も皆通るに通れんように成る、と理を立て替えるのや。）

一戸一つの思やんは堅いようなものなれど弱いもの。一番世界の理から治めたら、どんな事でも治まるとも分からん。まあ一年で出来ようか、三年で出来ようか。一段仕上げて又一つ仕上げて二段と言う。
（一戸の家の為に尽くす一つの思案は堅いようなものなれど、世界の為に尽くそうとする誠の思案が無ければ世界第一の理は働かないのであって、理に守られなければ人間は弱いものや。
何事もこの道一番の世界救けの理から治め掛けたら、幾重にも連なった多くの理が働いてどんな事でも治まり、どれ程結構な先々の道が治まるとも分からんのや。
それだけの澄んだ心は、まあ一年〈一年の理は一つの治まりの理であって、時には百年の理も同じであり、その人の一生涯の理〉で出来ようか、三年で出来ようかというような事である。
今は未だ、一段仕上げて又一つ仕上げてというような処であるが、そんな中には、もうすでに二段目の道〈皆々で世界救けの為に尽くすようきぶしん〉に差し掛かっている者が有ると言うのや。）

分からんから皆道を失うて了う。これさえ／＼とうまい事ばかり思うからどうもならん。大きいもの早く欲し、道筋取られて了た。年限知らんからどうもならん。この残念さ何とも知れん。
（どうにもならない中を、わずかな苦しみの理に変えて救けようとする真実の神の思わくが分からんから、皆満足たんのうして受け取る事が出来ずに結構な救け道を失って了うのや。「これさえ／＼救かれば。」と、積み重ねた残念の理も果たさず救かるようなうまい事ばかりを思うから、恩に恩が重なってどうもならん事に成るのや。
大きいものを早く欲しいと思うから、成らん中から段々に出来上がるという天然自然の道筋から外れてしまうのであり、欲の心ばかりを出すから、たった一つの真実誠の救け道を取られてしまったという事に成るのや。
成らん中の道に満足たんのう治めて、真実誠の世界の道の台と成って尽くし運んだ年限の理によって、結構な先々の理が治まるという事を知らんからどうもならんのや。
残念の理も果たさずに早く救かりたいと思う心は、人として末長く生かされる為の最低条件さえ捨てて了うという事であり、この残念さは何ほどのものとも知れんのや。）

世界多くの中、だん／＼入り込んで一寸始め掛けた。内々に一つ事情、世界事情、広い心さえあればどんな道も付いて来る。話を砕いて持って行く。小さいからどんなに成るとも知れたものは無い。見えん先から知らしたる。
（世界救けの為の神の道具として集めた多くの者の中には、磨けば光る一筋の心を持った者が居るのであって、そこへ神が段々入り込んで一寸やそっとでは無い苦労艱難の道を始め掛けたのや。
誰であろうとも内々〈神様と一体と成って世界救けの為に尽くす理〉と成って尽くす為には、真実誠の一つ事情〈一人先に立って一列の胸の掃除の理のひながた通りの道を運び、世界導く道の台と成って尽くす誠の事情〉を運ぶより他は無いのであり、一人先に立ってひながた通りの道を通り抜ける誠の理を世界中に写し出して、明らかな理〈同じ一胎一種から産まれ出した世界中は皆実の兄弟であるから、皆々同じ道を通らなければ成らないと言う兄弟一つの理〉を働かせて世界中に同じ道を通させるという世界救けの事情であるが、神を信じて、どんな難儀の中も楽しみ通る広い心さえあれば、どんな難しい道も天然自然に身に付いて来るのや。
一人先に立ってひながたの道を通り抜けるという事は、話〈事の成り行き。天の道理〉を砕いて持って行く〈誰にでも理が写って身に染みて治まるようにする〉というようなものや。
道の為に尽くそうとする真実の心があれば誰であろうとも神が連れて通すのであり、心一つで、小さい処からどんなに大きく成るとも分からないのだが、たったそれだけの事を知れた者は無いのや。
何も知らないでは可哀そうだから、二度と取り直す事の出来ない末代の道であるという事を諭すのであり、何事も見えん先から知らしたるのや。）

何でもないと思うからそれまでのもの。一重二重積んだ、これまでというものは存命の間は頼り、一人又一つ事情をこれ一年の間に了うた。
（末代の天のあたゑ〈世界の為に尽くした誠の理に与えられる末代の徳分〉を授ける為のほんの一瞬の心のためしの道を、何でもない事のように思うからそれまでのもの〈ほんの一瞬だけ真実誠の神様の救け道に置いて頂いたというだけの事〉になってしまうのや。
言い尽くす事の出来ない生涯の苦しみの道の中で、世界救けの元と成る真実誠の理を一重二重と積んだ教祖ひながたの道によって今の道が出来たのであるが、これまでというものは、何もかも捨てて世界の為に尽くそうとする澄み切った心は教祖以外何処にも見えなかったのであり、教祖存命の間は、教祖一人を頼りにして道を進めるするより他は無かったのや。
そんな中で教祖が一人真実貫いて拵えた誠の理は、三年千日という又一つ事情〈神様を信じ切って何もかも神様にお任せをし、胸の掃除の為の一時の苦労艱難の道をお連れ通り頂くなら、たったの三年千日で世界救けの元と成るひながた同様の理が治まるという誠天の理〉を拵えたのや。
人間創造以来実現させる事が出来なかったこれ程の大きな理が〈世界救けを実現させる為の大元の理〉が、たった一年の間〈一年の理は百年も同じであって、一つのものが成し得る一大成就の理であり、後に続く子供達の為・世界の為に尽くそうという一念を持って貫いた教祖一生涯の間〉に治まって了うたのや。）

それより一時事情又一人、それより考えばどんな事でもはい／＼、この理結構であります、この道分からんから曇る。一寸曇れば何にも分からん、始められん。晴れん心にもろ／＼がどうもならん。
（それより〈道の為世界の為に尽くそうとする真実の心一つが有れば、誰であろうともたったの三年千日でひながた同様の理が治まるという又一つ事情を教祖が拵えた事によって〉、教祖を慕って世界の為に尽くす一時事情〈世界の道の台と成って尽くす一時の艱難苦労の事情であり、ひながた通りの道〉を運ぼうとする者には教祖が拵えた又一つ事情を通すのであり、それによって、わずか千日の間にひながた同様の理を治めた者が又一人育つという事に成るのや。
それより、末代失う事の無い天のあたゑが授けられて結構な先々の理が治まるという事から考えれば、救けたいばかりの真実の神の話はどんな事でもはい／＼と受け取る事が出来るのであって、「このひながた同様の理一つが結構な末代の天のあたゑであるという事を分からせて頂きました。私のような者をここまでお連れ通り頂けた事は、誠に感謝至極であります。」という事に成るのだが、これだけの道である事が分からんから、たった一つの救け道を恐れてしまうのであり、それによって心が曇るのや。
一寸心が曇れば、一時の苦しみの理に変えて胸の掃除をしようとする事情の理が働くのであるが、与えられた苦しみに堪えて満足たんのう治める事が出来なければ理は治まらず、折角の救け道が何にも成らないのであって何も分からんままであり、どうしてもこうしても、今を結構に通りたいという残念な人間心を捨て切れないから何も始められんのや。
又晴れん心に、「それはどういう理である、こういう理である。」と言うようなもろ／＼の人間の理が付きまとうなら、又新たな事情によってその残念な理を取り除いてやらなければならず、それにも堪えられんと言うなら、出直しをさせて又一掛けから始めるより他は無いのであって、一段とどうもならん事に成るのや。）

これ一つ何でも晴らさにゃならん。世界一遍に晴らそうと思えど、あちらから雲が出る、こちらから雲が出る。（これだけの一つの心得違いが結構な神の道を狂わせるのやから、何でもかでも曇りを晴らさにゃならんのや。
速やかな世界救けの実現の為に道の中を一遍に晴らそうと思えど、あちらから新たな雲が出る〈高い処から、今は先ずこれだけの事を先にやらなければ成らないというような人間の勝手な理を持ち出して来る〉、こちらから雲が出るというような事であって、真実誠の神の道が何処かへ飛んでしまうのや。）

今までの処存命の間、一々一つの事情委せ置いたる。ふでさきにも出てある。十二下りの理にも出てある、十二下り出て居る。この事情からはい／＼、この事情から聞き分け。たゞ一度の道じゃあろまい。通りたら分かる。
（今までの処の教祖存命の間は、一々一つの事情〈一つずつすべてに及んでどんな事も神様の思わくに沿おうとする真実誠の一つの事情〉に何もかも委せ置いたるのや。
ふでさきにも、【日々に心尽くしたその上は、後の支配をよろづ任せる】〈・・・どのような事もさしづの理に従い、日々を世界救けの為、道の為に心尽くしたその上は、後の支配《かんろ台の理によって授けられる天のあたゑを、皆々に分け与える仕事》をよろづ任せる〉と、出してある。
十二下りの理にも、【一に大工のうかがいに、何かの事をも任せ置く】〈・・・第一にさしづの理に従い神の職人と成り切って道の為・世界の為に尽くす誠の者のうかがいに、何かの事も任せ置く〉と出してあるが、真実誠の神の道具と成って運ぶべき道の順序が、十二下りの理に出て居るのや。
この事情から何事も神のさしづ通りに運んで、はい／＼と受け取りさえすれば自由自在の理を許すのであって、結構な先々の道が治まるよう働いてやるのや。これだけの事情から聞き分けて、「そうであるならどうでもこうでも親神様の思わくに沿い切らなければ成らん、何もかも捨てゝ道の為に尽くさせて貰おう。」と、澄み切った真実の心を定めるが善いと言うのや。
たゞの一度きりの道じゃあろうまい。生まれ変わり生まれ変わりをして段々に育てて貰う末代の楽しみの道であるという事が、教祖を慕って通りて見たら分かるのや。）

三年これまで楽しんだる、世界明らかと言うであろう。遠慮気兼は要らんと言うたる。頼み置いたる一つの理、十二下り一人の身体より治め来たる処、誰が頼りであるか、一人の目当てに入り込んだる、中々大切、誰が大切、いかなる処も仕上げた。
（たったの三年でこれ程までの結構な理を授けて頂けると知り、楽しんで運んだる理によって世界導く元と成るひながた同様の理が治まるのであって、それによって世界中に明らかな道が治まると言うであろう。
神の話を素直に聞き分けて速やかに実行をする強固な精神に乗って神が働くのやから、いついつ変わらぬ誠の心一つが有れば、どんな事にも遠慮気兼は要らんと言うたるのや。
【人が何事言おうとも、神が見ている気を鎮め】【何か心が澄んだなら、早くふしん〈世界の為に尽くすようき普請の理であって、その為のひながた同様の理を治める為の三年千日の道〉に取り掛かれ】【いずれの方も同じ事、〈何者にも押されないしっかりとした〉思案定めて付いて来い】【無理に止めるやないほどに、〈道の為に尽くそうとする真実の〉心あるなら誰なりと】【この先は何を言うやら知れんでな、どうぞしっかり思案してくれ】と、頼み置いたる一つの理である。これまでの道というは、世界救けの道の順序を知らしたる十二下りの理を教祖一人の身体より治め来たる処で有ったが、今は誰が頼りであると思うか。
「私のような悪の固まりを、ここまでお連れ通り頂いた恩返しをさせて頂かなければ心が治まりません。私には何の力も有りませんが、神様のお役に立たせて頂く為に、この身と心を供えさせて頂きとうございます。末代までも供えさせて頂けば、少しはお役に立てると思います。馬鹿な奴だと笑って頂いて結構です。どうか神様の御都合の好いように、ご自由にお連れ通り頂きとうございます。」と、言うて願い出る一人の心を目当てに入り込んだる処であるのや。
何が大事かと言えば、願い出る一筋の心一つが世界の為には中々大切と言うのであり、それだけの理を聞き分けて多くの者が澄み切った心を定めてくれるなら、誰もが大切と言うのであり、そのような誠の理が寄り集まる事によって明らかな世界の道が出来るのであって、いかなる処も最終段階を仕上げたという事に成るのや。）

入り込んだる身体というは、若き者であろうか、学者であろうか、智者であろうか、よう聞き分け。この道始め掛けたる、草生えの中から始め掛け、どんな事も出てある。
（今の今神が入り込んだる身体というは、若き者であろうか、学者であろうか、智者であろうか、よう聞き分け。末代までも身も心も天に供えて世界救けを願い出る誠の心一つを受け取ってこの道を始め掛けたると言うのであり、雑草ばかりが生い茂る草生えの中から始め掛けて、同じような澄み切った一つ心を出来るだけ多く育てようとするのであり、【世界中何処の者とも言わんでな、月日しっかり見ているで】と、どんな事も心一つの道である事が出してあるのや。）

もうこれ心さえ曇りが無いと思う。曇りさえ無くば何も怖わき恐ろしいは無い。もう一段一寸掛かり掛ける。一度にも仕上げる。一時の理一時は一代、一つさあ、一代も一年、一年も一代、これ事情にて悟ってくれ。
（もうこれだけの澄み切った心さえ治まれば長い間に積み重ねた残念の理はすっきりと晴れてしまうのであり、明らかな道が治まって、「もう何処にも曇りの理が無いなあ。」と、思う事に成るのや。心に曇りさえ無くば、神が自由自在に働く事が出来るのやから何も恐れるものは無いのであり、怖わき恐ろしいという理は何処にも無いのや。その澄み切った心に乗って神が働くのであって、もう一段先の、一寸やそっとでは無い難しい道〈皆々で心を一つに揃えて運ぶ世界救けの道〉へ掛かり掛けるのや。
なれども今度は長い話では無く、聞き分けの出来ない心は速やかに片付けてきれいな心だけを残すのであり、誰もが満足の行く綺麗な道に成るよう一度〈いっぺん〉にも仕上げるのや。
世界の為を思って一時の理〈胸の掃除の為の一時の苦労艱難の理であって、世界の道の台と成るひながたの理〉をどうでも通り抜けようという一事の心は、世界中を否応無く連れて通す為の元の一大理と成るのであって、一つさあ世界が治まるという事に成るのだが、それだけの大きな一大理も道の為に尽くそうとする一念から始まるのであり、我が身救かりたいばかりの残念な一念も取り返しのつかない一大後悔の理として治まるのや。
これだけの事を段々と事情の理にて教えるから、しっかりと悟ってくれるよう。）

これまでよりだん／＼思やんしてみよう。嘘は無い。嘘は一つも言うてない。これ事情にて、互い／＼の心を治めてくれるよう。
（これまでより尚一層明らかな道に変わると言うのであり、段々ときれいな心だけを残すのやから、それに乗り遅れないよう、どのような事もさしづの理に尋ねて段々と澄み切った真実の思案をしてみようと言うのや。
神の言う事に嘘は無い。嘘は一つも言うてない。これだけの事を段々と現れて来る事情にて悟り、皆々で心を一つに揃えて運ばなければ治まらないという、互い／＼の心を治めてくれるよう。）


明治二十六年一月十五日　午後十時十分
前の刻限は本席御用場の事と考えますが、何分不行届の者にて確かと悟り兼ねますに付如何にや押して願
さあ／＼／＼／＼、一日かと言えば二日かと言う。さあ／＼どういう事で一日、何かさっぱり気がいずんでどうもならん。何故気をいずます／＼、何もいずみ掛けたら何処までいずむやら分からん。これまで一寸話も掛ける、事情も仕掛ける。いずんで／＼いずみ切ってある。早く取り替え。いずみ切って了えば、日々が一日もどうもなろまい。取り替え／＼。何でも彼でも勇むように取り替えねばならん。一つの理が治まらぬからいずむ。前以て諭したる。一つ事情始め掛けたら又勇む。大層な事せいと言うたのでもあろうまい。さあ／＼早く取り替え／＼。取り替えての話、どうでもこうでもいずました分にゃならん。人間心一つの思やんからいずむ。何でも彼でも取り替え。未だ／＼いずましてはならんで。未だ／＼連れて通らにゃならんで。一人をめどとして連れて通らにゃならん。いずます心が間違うで。始めた一日の日治めにゃならんから、どうなりこうなり送り来た。いずましたら世界が詰まる。今夜はいずむだけの話をして置く。いずむいずまさんは、取次一つの心の理にある。

さあ／＼／＼／＼、一日かと言えば二日かと言う。さあ／＼どういう事で一日、何かさっぱり気がいずんでどうもならん。何故気をいずます／＼、何もいずみ掛けたら何処までいずむやら分からん。
（さあ／＼／＼／＼、もう一日の日〈これからは人間心を使うまい、どんな事も神様の思わくに沿わせて頂こうという元始まりの心を定めて、己自身の成人の為の天然自然順序の理が定まる元始まりの理〉が定まるかと言えば、何時まで経っても真実の心が定まらない為に神が連れて通す事が出来ず、そんな残念な者が苦しんで通る二日目の道しか通れないと言うのや。
さあ／＼どういう事で澄み切った一日の日の心が定まらないかと言えば、何かの事も神の思わくに沿おうとしないから、さっぱりと真実の理が働かないのであり、訳の分からないような事ばかり起きて来るから気がいずんでどうもならんのや。真実の心が定まらなければ真実の理が働かないのは当たり前であり、何故そこで気をいずます／＼、思うように成らん中を満足たんのう治めるなら理が改まるのであるが、心がいずめば何もかもいずむのであり、いずみ掛けたら何処までいずむやら分からんのや。）

これまで一寸話も掛ける、事情も仕掛ける。いずんで／＼いずみ切ってある。早く取り替え。いずみ切って了えば、日々が一日もどうもなろまい。取り替え／＼。何でも彼でも勇むように取り替えねばならん。
（これまでに一寸ずつ話もして居る処の、道の中の大掃除を段々と仕掛けるのであるが、その前に、遅れた事情を改める為の苦しみの事情も段々と仕掛けるのや。目先の結構ばかりを求めて先々の種を食いつぶすような事であるから明らかな道に成らないのであり、訳の分からない事ばかりが起きて来るから、いずんで／＼いずみ切ってあるのや。早く無欲無条件で神に従う安心安全な心に取り替えにゃならんのやで。
心がいずみ切って了えば、日々の事情が早く勇み出るようと迫り来て一日も心の休まる時は無いのであり、それではどうもなろまい。早く心を取り替え／＼。何でも彼でも理が勇むように、人間思案を捨てて神に従う誠の心に取り替えねばならんのや。）

一つの理が治まらぬからいずむ。前以て諭したる。一つ事情始め掛けたら又勇む。大層な事せいと言うたのでもあろうまい。さあ／＼早く取り替え／＼。取り替えての話、どうでもこうでもいずました分にゃならん。
（生涯変わらぬ心で道の為・世界の為に尽くそうとする一つの理が治まらぬから明らかな理が働かないのであって、日々に鮮やかな理の働きがあらわれて来ないから気がいずむのや。
何事も神の思わく通りに治めようとすれば理が勇み、理が勇めば心が勇むと前以て諭したるのや。
又、ひながたどおりの道を通り抜けようと精神定めて、その為の一つ事情を始め掛けたら、又気が一段と勇むのや。
固く定まった真実の心一つを受け取って神が連れて通すと言うのであり、大層な事をせいと言うたのでもあろうまい。さあ／＼早く無欲無条件の澄み切った心に取り替え／＼。澄んだ心に取り替えてからの話をしているのであり、これから先はどうでもこうでも心を勇ませて神に連れて通して貰わなければ皆人としては生きられないのであって、心をいずました分にゃ何にもならんのや。）

人間心一つの思やんからいずむ。何でも彼でも取り替え。未だ／＼いずましてはならんで。未だ／＼連れて通らにゃならんで。一人をめどとして連れて通らにゃならん。
（目先の結構ばかりに心をとらわれて先々の理を食いつぶしてしまうような人間心の一つの思やんを捨て切れないから、一時の苦しみに変えて速やかに胸の掃除をしなければ成らないという事情の理が働くのであり、それを満足たんのうして受け取る事が出来ないから理が改まらず、残念の理ばかりが増して気がいずむのや。
結構な道を通ろうと思うなら、何でも彼でも勇んだ心に取り替えにゃならんのや。未だ／＼道は始まったばかりであり、心をいずましてはならんで。未だ／＼真実誠の神一条の道はこれからであり、明らかな世界救けの神の道具として働いて貰う為に、皆々を連れて通らにゃならんのやで。
身も心も天に供えて働いて居る一人の誠を目処〈目標〉として、皆々を連れて通らにゃならんのやで。）

いずます心が間違うで。始めた一日の日治めにゃならんから、どうなりこうなり送り来た。いずましたら世界が詰まる。今夜はいずむだけの話をして置く。いずむいずまさんは、取次一つの心の理にある。
（いずます心が間違う元に成るやで。これまでの道というは、「もうこんな事では通るに通れん。これからはどんな事も神様の思わくに沿わせて頂こう。」という、真実の心を定めて天然自然の神の道を始め掛けた元始まりの一日の日の心を治めさせにゃならん事から、間違いだらけの道も見許して来たのであり、神が見許して来たからこそ、ここまでの処はどうなりこうなり送り来たのや。
なれども、何時までもいずまして居たら世界が詰まるのや。今夜はいずむだけの話をして置く。心がいずむいずまさんは取次の心が写るのであって、「成っても成らんでも、どうなろうとも道が第一。」という、取次の一つの心の理にあるのや。）









明治二十六年一月二十一日
本席声かすむに付願
さあ／＼／＼一寸尋ねる処、尋ねにゃなろまい。どういう事であろ／＼。まあ一日勤める又勤める。だん／＼勤めたる処、理に一つが重なるであろう。どうでも重なりた理は、幾重道を付けにゃならん。よう事情聞き分けにゃならんで。日々勤める処、あれはあれだけの役や。さもなくば理が添わん。これだけ見分けてやらにゃならん。見分けにゃなろまい。日々席々という、席を運んで日々の日というは、だんだんの理を以て積んだる処、声が出難くい。早く以て尋ねた理はよく尋ねた理である。勤められると勤められんと、これ聞き分け。又重なりたる処、だん／＼言い聞かしたる処早く取り決まりて、事情重々たんのう与え、誰のものと思えばそも／＼日々台と言えば、一日の日も放って置く訳には行こうまい。これ聞き分けて定めてくれ。何でもないと思えばだん／＼の理を積んだる。よく聞き分け。身の内一寸障る。さしづという、刻限という、追い延ばしという。さあばったりと言えばどうなろ。日々無になる。一つの心を勇んでくれ。勇めにゃならん、勇めさゝにゃならん。一日はよいと放って置いては、日々運ぶ理になろまい。よう聞き分け。皆々の心、こうしたなら明るくなる、暗くなるというは、一つの理に分かるやろう。

さあ／＼／＼一寸尋ねる処、尋ねにゃなろまい。どういう事であろ／＼。まあ一日勤める又勤める。だん／＼勤めたる処、理に一つが重なるであろう。どうでも重なりた理は、幾重道を付けにゃならん。よう事情聞き分けにゃならんで。
（さあ／＼／＼一寸した事情から神の思わくを尋ねる処ではあるが、少しでも真実の心が有るなら、遅れを取り戻そうとする事情の理の働きによって苦しむ前に、尋ねにゃなろまい。どういう事であろ／＼。
まあ〈完璧なものでなくても良いがかなりの程度。まずまずと言う程度で良いが〉一日勤める、又勤めるという事である。
〈一日勤める・・・勝手な人間心を出さないよう慎む。神様の教え通りの澄み切った心を日々持ち運ぶよう努める。神様の用木として日々世界救けの為に心を尽くす。神様のお心に沿おうとして真実誠の神様の思わくの勉強をする。〉
そうしてだん／＼勤めたる処というは、尽くし運んだ理に一つが重なるであろう。
〈一つ・・・仕え切って仕え切ってこそ理は一つと教えられる。真実誠を尽くし切った十分の理を一つと教えて下さる。〉
どうでもこうでも道に尽くした真実誠の理の重なりた理は、幾重にも重なる結構な先々の道を付けてやらにゃならんのや。よう、結構な末代の道の治まる事情を聞き分けにゃならんで。）

日々勤める処、あれはあれだけの役や。さもなくば理が添わん。これだけ見分けてやらにゃならん。見分けにゃなろまい。日々席々という、席を運んで日々の日というは、だんだんの理を以て積んだる処、声が出難くい。
（それぞれが日々勤める処の多くの中には、一人でも多くの者に真実誠の神の思わくを伝えようとして身も心も天に供えて道の理の研究ばかりをし、日々の道の用事には何の役にも立たないような者があるが、あれはあれだけの役や。さもなくば理が添わん〈その思いを実現する為に神が働かない〉であろう。
又、これだけは道に尽くした真実誠の理として見分けてやらにゃならんという理が有る。道の為・世界の為にはどうでもこうでも見分けにゃなろまいと言うのや。それは日々席々〈日々さしづ通りの道を運ぶ〉という理であり、席〈さしづ通りの道〉を運んで尽くした日々の日というは、だんだんの理を以て真実誠の神一条の理を積んだる処であって、声〈勝手な人間思案〉が出難くい処であり、その澄み切った心を一人でも多くの者に写さねばならんのや。）

早く以て尋ねた理はよく尋ねた理である。勤められると勤められんと、これ聞き分け。
（早く以て尋ねた理〈・・・一日でも早く教え通りのひながたの道を運んで心を澄まし、真実誠の神様の思わくを聞き分けた理〉は、よく尋ねた理〈よく尋ね求めて尽くし運んだ理〉である。勤められる〈・・・どうでもこうでも神様の思わくに沿わせて頂こうという真実誠の一日の日を勤められる〉と、勤められんとによって神一条の道と人間一条の道が分かれるのであり、これだけの事によって、それぞれの末代の運命が１８０度変わる道であるという事を聞き分けてくれるよう。）

又重なりたる処、だん／＼言い聞かしたる処早く取り決まりて、事情重々たんのう与え、誰のものと思えばそも／＼日々台と言えば、一日の日も放って置く訳には行こうまい。これ聞き分けて定めてくれ。
（又身上や事情の重なりたる処と言うは、だん／＼に神が言い聞かしたる処を一日も早く運ばせて頂こうと固く取り決まりて、どんな事情も真実の救けの理であると心得て重々に運び、心に満足たんのう与えてくれれば善いのであるが、そうして尽くし運んだ理は誰のものかと思えば誰のものでも無く、皆そも／＼〈元来〉それぞれのものであり、それぞれの日々の道が世界救ける為の真実誠の道の台と成るのであって、世界に尽くした理によって結構な末代の天のあたゑを授けると言えば、一日の日も放って置く訳には行こうまい。これだけの道である事をしっかりと聞き分けて、道に尽くす精神を定めてくれるよう。）

何でもないと思えばだん／＼の理を積んだる。よく聞き分け。身の内一寸障る。さしづという、刻限という、追い延ばしという。
（救けたいばかりの真実誠の神の救け道を何でもないと思えば何でも無い事に成るのであり、そんな可哀そうな心を見のがして置く事は出来ないから、手を変え品を変えて、色々な事情によって改めてやらなければならないというだん／＼の理を積んだる事に成るのや。
よく聞き分け。それによって身の内が一寸障るのや。どうでもこうでも聞き分けなければ人として生きる事は出来ない重大な理が神のさしづという、これから先々どうでもこうでも成って来る刻限の理という、そんな大切なものを速やかに聞き分ける事が出来ないから追い延ばしと言うのであり、長い年限の苦しみの道によって、身に染みて改めなければ成らないのは当たり前であろう。）

さあばったりと言えばどうなろ。日々無になる。一つの心を勇んでくれ。勇めにゃならん、勇めさゝにゃならん。一日はよいと放って置いては、日々運ぶ理になろまい。よう聞き分け。皆々の心、こうしたなら明るくなる、暗くなるというは、一つの理に分かるやろう。
（さあばったりと神の話を聞き分ける事が出来ないと言えばどうなろうか。皆人として生き抜く為の日々の道が無になるのや。そうならない為には、成っても成らんでもどうなっても道という一つの心を勇んでくれるよう。
自分自身を救け上げる為には理を勇めにゃならんのであり、その為には、己の心を勇まして理を勇めさゝにゃならんのや。一日ぐらいは良いと放って置いてはそのたびに道が切れてしまうのであり、切れる事無く続く日々の道を運ぶ理にはなろうまい。
よう聞き分けてくれ。皆々の心、こうしたなら明るくなる、暗くなるというは、生涯末代変わらぬ一つ心〈どうでもこうでも道の為世界の為に尽くそうと真実定めて、一人でも道を通り抜けようという一つ心〉が元であり、天より受け取る一つの理〈末代のあたゑ〉によって違いが分かるやろう。



明治二十六年三月十八日　夜午前一時
御話（飯降さと出直しの節）
何もどうもこうも思う事要らん。後々何でも彼でも続かさにゃならん。これまでは十分々々に連れて通りてある。昨年々々事情、何度の刻限で急きたる事情、これもよう聞いてくれにゃならん。どういう事刻限にて知らしたる事、延ばす事出来んで。刻限というは、皆思わくから出るのが刻限やで。これをよう聞き分けにゃならん。これからは急げば急ぐ。じっとせいと言えばじっとする。何でも彼でも、これからは席を勇ましてくれにゃならんで。勇まさにゃならんで。これをば、あっちゃいこっちゃいなったら、灯の消えたも同じ事、皆んな空を見るのも同じ事、これからは刻限の事情外さぬよう。席は未だ／＼連れて通らにゃならん。席は未だ／＼半ばであるで。一時の事情悔やむ事無い。後々の事情、世界の事情見てたんのうせにゃならん。明日に帰る、直ぐに帰る。悔やむ事無い。勇まにゃならんで。席が勇めば世界も勇む。これからは席は何処へ連れて出るやら分からんで。遊びに行きたいと言えば、相当の守を付けて出てくれにゃならんで。これだけ頼み置く。

何もどうもこうも思う事要らん。後々何でも彼でも続かさにゃならん。これまでは十分々々に連れて通りてある。昨年々々事情、何度の刻限で急きたる事情、これもよう聞いてくれにゃならん。どういう事刻限にて知らしたる事、延ばす事出来んで。
（何もどうもこうも思う事は要らんで。どのような事も後々の道の為であり、世界救ける誠の道を何でも彼でも続かさにゃならんからや。これまでは十分々々に連れて通りてある。どのような事も後々の道の為であると昨年々々からの事情にて知らしたるのであり、一日も早く人間思案を捨てて神一条の心に改めなければ成らないと何度の刻限の理で急きたる事情も有るが、これもよう聞いてくれにゃならん。どういう事も時旬が来たから知らせるのであって、刻限にて知らしたる事はどうでも成って来る事ばかりであり、引き延ばす事は出来んで。）

刻限というは、皆思わくから出るのが刻限やで。これをよう聞き分けにゃならん。これからは急げば急ぐ。じっとせいと言えばじっとする。何でも彼でも、これからは席を勇ましてくれにゃならんで。勇まさにゃならんで。
（刻限というは先々を見定めて諭す理ばかりであり、一日も早く世界を救けたいという神の思わくから出るのが刻限やで。これをよう聞き分けて、皆々も心添えをしてくれにゃならん。
これから先は段々と明らかな道に変わるのであって、人が急げば理も急ぐのや。じっとせいと言えば何もかもじっとする〈先へ進まない〉のや。何でも彼でも世界中を救け上げなければ成らないのであり、これからは皆々の心を勇まして、席〈さしづの理〉を勇ましてくれにゃならんで。一日も早く明らか鮮やかな世界救けの道に取り掛かる為には、どうでこうでも理を勇まさにゃならんで。）

これをば、あっちゃいこっちゃいなったら、灯の消えたも同じ事、皆んな空を見るのも同じ事、これからは刻限の事情外さぬよう。
（これをば外して、人間の理を以てあっちゃいこっちゃい行くように成ったら、神の灯の消えたも同じ事であり、皆んな空〈根拠の無い嘘の理。落ち着く処の無い不安定な状況〉を見るのも同じ事、これからは段々と明らかな理が働くように成るから、どんな事もさしづ刻限通りの事情に治めて、道を外さぬようにせねばならんで。）

席は未だ／＼連れて通らにゃならん。席は未だ／＼半ばであるで。一時の事情悔やむ事無い。後々の事情、世界の事情見てたんのうせにゃならん。
明日に帰る、直ぐに帰る。悔やむ事無い。勇まにゃならんで。席が勇めば世界も勇む。これからは席は何処へ連れて出るやら分からんで。遊びに行きたいと言えば、相当の守を付けて出てくれにゃならんで。これだけ頼み置く。
（席〈本席…飯降伊蔵〉は未だ／＼連れて通らにゃならん。席〈本席によって伝えるさしづの理〉は未だ／＼半ばであるで。妻が出直した一時の事情は皆後々の道の為であり、何も悔やむ事は無い。成って来る後々の事情や、段々に現れて来る世界の事情を見てたんのうせにゃならん。
明日の道の為に妻を連れて帰るのだが、直ぐに帰る〈生まれ変わる〉で。何も悔やむ事は無い。何もかも道の為だと思って心勇まにゃならんで。皆々が心を勇めて席〈さしづの理〉が勇めば、世界も勇むのや。これからは席〈真実誠の神の思わくを伝える者〉は何処へ連れて出るやら分からんで。又、本席〈飯降伊蔵〉が遊びに行きたいと言えば、それ相当のしっかりとした守を付けて出てくれにゃならんで。これだけの事を頼み置く。）


明治二十六年三月十八日　夜一時三十分
刻限
さあ／＼未だ／＼一寸一時、未だどうであろうと思うて居る。さあ／＼十分息の通うたる間一つ、さあ／＼今までは日々たんのうして暮らした。何も思わくは無い。息の通うたる間、一つ話し置く、一つ頼むという事頼む。これから先々皆どんな事も、談じ合うてくれるよう。これから一寸向こうへどうしようこうしよう要らん。いつ／＼まで頼まれた事、十分たんのう／＼、一時の処語る語られんから連れて出る。二人姉弟片付けてない。どんな事もさしづを貰うてくれ。又一つ御席さん／＼四五年の間、まことに悠るりとさして貰た。御席さんが今日の日であったら、辛苦尽すも水の泡、それではどうもならん。御席さんに一寸入り替わったようなもの。御席さんの処気の毒。頼み置く。何も難しい事要らん。内々の処姉弟の処一軒の内治め。これから御席さんの所綺麗にして。暫くの処頼みに出た。御席さんの所十分綺麗にして、年の行た人に守して実まで頼む。一寸分からんであろうと思う。二度三度救けて貰うた。十分満足。十分頼み置く。御席さんの処、これだけ頼む。わしは何時何処へ出帰るか知れん。北の方へか、南の方へか。どちらへ出るやら、そこは未だ分からん。なれど、十二月二十日に生まれると、日を切って置く。これだけ知らし置く。姉弟の処頼む。御席さんにもこれまで連れ添うて貰た。これまでの処、存命の中やで。これだけくれ／＼頼み置く。これから春になりて来たら、あちらへ花見、日々の処何でも彼でも心いずまんよう、心のいずまさんよう頼み置く。遊びに行てこうかと言うたら、一寸拵えて。これだけ頼み置く。日々の処、年の行た人、綺麗にする人、これだけ頼み置くで。それで息が通うて居る、息のある間に頼み置く。これは頼み置くで。長い間の年限楽しまして貰た。わしが早う出帰ったら、御席さんを大事に掛けるから、皆さんこれだけ頼むで／＼。

さあ／＼未だ／＼一寸一時、未だどうであろうと思うて居る。さあ／＼十分息の通うたる間一つ、さあ／＼今までは日々たんのうして暮らした。何も思わくは無い。息の通うたる間、一つ話し置く、一つ頼むという事頼む。
（さあ／＼、未だ／＼多くの者が救けたいばかりの真実の神の思惑を十分に分からないのであり、ほんの一寸の一時の苦しみの理に変えて末代の救けをするという最も基本的な処さえ分からないから、苦しい中の真実誠の救け道を満足たんのうして通り抜けるという事は未だ出来ないのであり、こんな事では人に笑われはしないか、どうであろうと皆思うて居るのや。
さあ／＼この道は十分息の通うたる間の一つ道〈どんな事も教えて結構な先々の道を通させたいばかりの真実誠の親神様と、どんな事も神様の思惑に沿い切ろうとする誠の心の間に、明らか鮮やかな天の理が働く一つ道〉であり、さあ／＼今までは〈現在の恵まれた世界が実現をする以前は〉、皆不自由ながらも天然自然の神の恵みに対して日々満足たんのうをして暮らして来たのや。不自由な中を、皆が心を一つに揃えて満足たんのうを治めて来たから今日の恵まれた世界が実現したのであるが、神は何処まで行っても同じであり、どんな苦しみの道にも堪えて満足たんのう治めてくれるなら、どんな中も救けてやる事が出来るのや。
そうして働いてくれるなら、受け取る心一つで結構な道が治まる事を世界中に知らせる事が出来るのやから、神に取ってはなによりの喜びであり、世界の為にも道の為にも、成らん中の満足たんのう一つを待ち望むのであって、外には何も思わくは無いのや。
飯降さとの出直しによって、息の通 (かよ)うたる間〈神様の思わくを真剣に聞き取ろうとして、皆々の心が神様と一つに成って居る間〉に大事な一つ道を話し置くのであり、これだけはどうでも一つ聞き分けてくれるよう頼む、という事を頼むのや。）

これから先々皆どんな事も、談じ合うてくれるよう。これから一寸向こうへどうしようこうしよう要らん。いつ／＼まで頼まれた事、十分たんのう／＼、一時の処語る語られんから連れて出る。
（これから先々は段々と鮮やかな本道に変わるのであり、善き事を言っても悪しき事を思っても、直ぐに受け取り直ぐに返す立て板に水のような速やかな理の働きによって間違いだらけの人間の道理をすっきりと止めてしまい、一列平等の、神の一列支配の世界に改めるのやから、第一に道の中の掃除をしなければ成らない日が来るのや。何時までも人間の理ばかりを後生大事に持ち運んでこの世からすっきりと片付けられてしまわないよう、又どんな事も神の思惑に沿えるように皆々で談じ合うてくれるよう。なれど、これから一寸向こうへ行ってどうしようこうしよう、などという事は談じ合う事要らん。
いつ／＼までも忘れんようとこれまで神に頼まれて来た事は、天然自然に成って来る事はどのような事も真実誠の救けの理ばかりであるから、どんな苦しみの理にも堪えて十分な満足たんのう／＼を治めてくれるようと言うばかりであるが、今一時の処はそれだけの事を聞き分けて誠の道を貫いてくれる者は無く、語るにも語られんような残念な事であるから、そんな皆々の心と神の心を一つに通わす為の元の道の台として、道の為に尽くそうとする真実の心有る者を連れて出るのや。
〈・・・この明治二十六年の時点では飯降さとであるが、何時の時代でも同じ事であり、道の為なら我が身捨てても構わんという真実の心を受け取って心通りに果たさせて下さり、それによって大きく胸の掃除をして下さって真実誠の道の台として下さり、兄弟一つの理《世界中は皆同じ一胎一種から産まれ出した実の兄弟であり、同じ兄弟なら皆々同じ道を通らなければ成らないという兄弟一つの理》を働かせて、多くの者に真実誠の神の道を通させて下さる。神様の話しを素直に聞き分ける事の出来ない多くの者を救ける為には、そうして先ず一人先に立って真実誠の道の台と成り、その誠の理によって多くの者をお連れ通り頂くより他に道は無い。
存命のまま道の為に尽くし果てた理によって多くの者を救けて下さるのだから、心通りの大きな親の理が治まり、末代失う事の無い天のあたゑ〈多くの人を救ける為の不思議な天のさづけの理〉が授けられる。そのようにして、生まれ変わり／＼の長い年限を掛けて段々と神様に育てられて来た者が、これから始まる神様の一列支配の道を支えて行くのであり、満を持して育てられて居る。人間は何処まで行っても神様の道具の理で有り、神様のお働きを引き出すのみで有り続けなければ成らない。自分では立ち上がる事の出来ない多くの人達が居るからこそ、素晴らしい道が有って素晴らしい出会いが有るのであり、神様に深く感謝をして誠の道を貫くべきである。・・・〉

二人姉弟片付けてない。どんな事もさしづを貰うてくれ。又一つ御席さん／＼四五年の間、まことに悠るりとさして貰た。御席さんが今日の日であったら、辛苦尽すも水の泡、それではどうもならん。御席さんに一寸入り替わったようなもの。御席さんの処気の毒。頼み置く。何も難しい事要らん。内々の処姉弟の処一軒の内治め。これから御席さんの所綺麗にして。暫くの処頼みに出た。御席さんの所十分綺麗にして、年の行た人に守して実まで頼む。一寸分からんであろうと思う。二度三度救けて貰うた。十分満足。十分頼み置く。御席さんの処、これだけ頼む。
（後々の道の為に飯降さとを連れて出るのであるが、未だ二人姉弟〈二人の子供〉が片付けて無い。それに付いてはどんな事もさしづを貰うてくれ。
又、ここでさとが伝えたい一つの事は、「御席〈本席飯降伊蔵〉さん／＼に置いては、四五年の間まことに悠るり〈心ゆっくり〉とさして貰った。御席さんが今日の日であったら〈出直すような事であったら〉、これまで辛苦尽すも水の泡であり、それではどうもならん。御席さんに一寸入り替わった〈本席に入れ替わって出直した〉ようなものです。御席さんの処に置いては誠に気の毒。尚一層道の為に勇んで頂く為にも、皆さんに後々の事を頼み置きます。何も難しい事は要りません。内々の処の二人姉弟の処を、それぞれの一軒の家として独り立ち出来るよう治めてやって頂きたい。これからは、私に変わって御席さんの所を綺麗にしてやって頂きたい。暫くの処を面倒見て頂きたくて頼みに出ましたのや。御席さんの所を十分に綺麗にして頂いて、年の行った人に守りをして頂き、実〈細かな面倒〉まで頼みます。誰にお願いして居るのか一寸には分からんであろうと思います。これまでに二度三度救けて貰うた方が居られますが、その方にお願いしたい。」と、さとは言うて居るが、さとは十分に満足をして居るで。
道は互い救け合いの理であり、それぞれが余計な苦労をしなくても、救け合う理によって積み重ねた残念の理を果たす事が出来るのやから、皆々で十分に面倒を見てやってくれるよう頼み置く。さとの大事な御席さんの処を皆々で支えてやってくれるようと、これだけの事を頼む。）

わしは何時何処へ出帰るか知れん。北の方へか、南の方へか。どちらへ出るやら、そこは未だ分からん。なれど、十二月二十日に生まれると、日を切って置く。これだけ知らし置く。姉弟の処頼む。御席さんにもこれまで連れ添うて貰た。これまでの処、存命の中やで。これだけくれ／＼頼み置く。
（「わしは何時何処へ出帰る〈生まれ変わる〉か知れん。北の方へか、南の方へか。どちらへ出るやら、そこは未だ分からん。」と、さとは言うて居るなれど、十二月二十日に生まれると日を切って置く。
又これだけの事を知らし置く。「姉弟の処を頼む。御席さんにもこれまで連れ添うて貰った。」と言うて居るが、こうして後々の道の為にさとが出直した事は、これまでの処〈後々の道の為に二十五年の命を供えられた教祖〉と同じ事であり、存命の中〈…身は無くなっても、たましいは生き続けて働いて居る存命の理の中〉やで。存命で働いて居るさとと共に、皆々で一丸と成って運んでくれるよう、これだけの事をくれ／＼も頼み置く。）

これから春になりて来たら、あちらへ花見、日々の処何でも彼でも心いずまんよう、心のいずまさんよう頼み置く。遊びに行てこうかと言うたら、一寸拵えて。これだけ頼み置く。日々の処、年の行た人、綺麗にする人、これだけ頼み置くで。
（これから春になりて来たら、一寸あちらへ花見にでも行って心を安らかにすれば良いのであり、日々の処を何でも彼でも心いずまんよう働いて貰いたい、心の勇みが無ければ神が働く事は出来ないのやから、どんな中も心いずまさんよう頼み置く。遊びにでも行ってこようかと言うたら、一寸したお弁当などを拵えて貰いたい。
又これだけの事を頼み置く。本席の日々の処は、年の行った人で世話をして貰いたい、又身の回りを綺麗にする人も頼みたい、これだけの事を頼み置くで。）

それで息が通うて居る、息のある間に頼み置く。これは頼み置くで。長い間の年限楽しまして貰た。わしが早う出帰ったら、御席さんを大事に掛けるから、皆さんこれだけ頼むで／＼。
（それで〈そうして神様のさしづ通りに皆々が働く事によって〉神の心と人間の心が一つに通うて居る事に成るのだが、今こうして、息のある間〈皆々が神様の思惑を真剣に聞き分けようとして居る間〉に頼み置くのや。
又、これはさとの正直な思わくとして聞いてやってくれるよう頼み置くで。「長い間の年限の中に色々な事を教えて頂き、色々な事を楽しまして貰た。わしが早うに出帰ったら、後から生まれ変わった御席さんを大事に掛けるから、どうか皆さん安心をして頂きたい。」と言うて居るが、それもこれも含めて、これだけの事を聞き分けてくれるよう頼むで／＼。）



明治二十六年三月十九日　午前一時三十分
刻限
さあ／＼又々さしづ、一寸一つ又一つ／＼というは、一寸頼みに来ました。あゝ結構な事で御座ります。こんな事にもう十分の事、勿体無い事や、そうしてな何にも言う事無い。前々の事情、もう一つの事情、言葉一つの事情、堅く頼み置きます。これは存命一つの事情、息の通うたる間という。これ遺言、きっと／＼存命の遺言、これだけ頼むで／＼。フアヽヽヽ、済まんな、済まん事や。けれど、あちらこちら十分、俺が古家同じ事、これで十分や、これで十分やで。どうも済まん。けれど又春になりたら、春に勇んでおくんなはれや。
さあ／＼一寸説いて置くで。さあ／＼刻限々々、刻限遅れると皆遅れる。どきはきの道を通らにゃならん。さあ／＼一時々々心の理によって理が外れる。一つ／＼十分聞き取れ。一度の話は二度はせん。刻限は間違わんで。くどう／＼説いてある。これからは案じる事は無い。刻限聞き遁し、見遁し、悟りと言う。悟りは言わん。刻限よいように悟ってならん。刻限に諭したる理に理を纏まれば、身が治まる。心得ん／＼。これ一つ事情諭し置く。

さあ／＼又々さしづ、一寸一つ又一つ／＼というは、一寸頼みに来ました。あゝ結構な事で御座ります。こんな事にもう十分の事、勿体無い事や、そうしてな何にも言う事無い。前々の事情、もう一つの事情、言葉一つの事情、堅く頼み置きます。
（さあ／＼又々さしづの理をお借りして真実の道を伝えさして頂きますが、一寸やそっとではない一つ、又一つ／＼というは、道の為に尽くして／＼尽くし切ってこそ一つと言うのであり、それぞれの尽くし切った誠の理が寄り集まれば、集まった誠の理を受け取って神様が世界救けを創めて下さるのであり、それだけの為に私達は引き寄せられて居るという事を、一人でも多くの方に聞き分けて貰いたくて一寸頼みに来ましたのや。
道の為に尽くし切った理が一つ又一つと重なれば、「あゝ思っても見ないような結構な事で御座ります。こんな事にこれ程の守護をして頂けるという事は、もう十分の事であって勿体無い事や。」という事に成りますのや。そうしてな、自分自身の末代の運命が、もう何にも言う事は無いように成りますのやで。
道の為に尽くし切った一つと言うは、前々の事情〈教祖ひながたの事情であり、人間の都合を捨てて神様のさしづ通りに運び、長い年限の苦しみに堪えて満足たんのう貫く誠の事情が人間世界存続の為の元の道の台と成り、大きな親の理が治まる。教祖と同じように、元始まりのたましいのいんねんを見定めて、生まれ変わり／＼／＼の長い年限を掛けて神様がお連れ通り下さる事情であるが、人間の力で通り切れるような事情では無い。〉であり、又もう一つの事情〈神様の思惑に沿わせて頂きたい、少しでも世界救けの為に尽くさせて頂きたいと思う真実の心が有るなら、その心を受け取って神様がお連れ通り下さるひながた同様の事情であり、世界救けの為で有ればこそ、神様の一方的都合上の理が働くのであり、たった三年千日の形ばかりの苦しみの道によってひながた同様の理を治めて下さるという誠天の理。どんな苦しみの中も安心安全に守り通してやろうとお働き下さる温かい神様の御心に触れて、神様と固く心が結ばれ、それによってどんな事にも心の苦が無くなり、世界導く為の真実誠の道の台と成る。この誠の事情が多く寄り集まる事によって、神様が世界救けの本道を創め掛けて下さるのであり、たった一つの世界治まりの事情であるから、世界の為に尽くした理によって結構な末代の理が授けられる。本当の結構はそこにしか無い。その一握りの誠の理を育てる為に、多くの者が寄せられているのであり、その中から精神定めて立ち上がる事の出来る者は、選ばれて運ぶ事の出来る幸せを知り、十分な満足たんのうを治めなければ成らない。〉であり、又言葉一つの事情〈神に結んだる言葉一つの理である処のおさしづ・おふでさき・みかぐらうたを聞き分けて固く守り抜こうとする誠の事情であるが、その誠の事情が世界を連れて通す為の道の台と成る〉でもあり、この三つが、道に尽くす理の全てであって、これだけの事を聞き分けて下さるよう堅く頼み置きます。）

これは存命一つの事情、息の通うたる間という。これ遺言、きっと／＼存命の遺言、これだけ頼むで／＼。フアヽヽヽ、済まんな、済まん事や。けれど、あちらこちら十分、俺が古家同じ事、これで十分や、これで十分やで。どうも済まん。けれど又春になりたら、春に勇んでおくんなはれや。
（これは存命一つの事情〈末長く神様にお連れ通り頂く為の一つの事情〉と言うのであり、息の通うたる間の道〈人間が、神様と心を一つに揃えて運ぼうとする間に真実誠の天の理が働く道〉という。これを遺言として遺して置きますから、きっと／＼聞き分けて、存命の遺言〈素直に神様の話を聞き分ける事の出来ない多くの人々の代表と成って存命の理のまま出直したのであるから、後に残された者は、心を改めて真実の理を治めなければ通るに通れない日が来るという明らか鮮やかな遺言〉として心に治めて貰いたい。と、さとは言うて居るが、これだけの事を聞き分けてくれるよう頼むで／＼。
フアヽヽヽ、済まんな、済まん事や。けれどもな、あちらこちらに澄み切った十分な誠の理が出揃えば、明らか鮮やかな世界救けを創めるのであって、そうなれば、俺〈親神様〉が古家〈欲とほこりで泥々に成った人間支配の世界〉を取り壊して、新しくて住み心地の良い神の一列支配の世界に創り変えるも同じ事や、これで十分や、これでこそ十分やで。
その為には、皆々に並々ならぬ真実を尽くして貰わなければ成らないのであって、世界中を否応無く連れて通る為の、明らか鮮やかな道の台を拵える為に、今一時の苦しみの事情を通って貰わなければならないのであるが、どうも済まん事や。
けれどもな、又道が変わって新しい春〈明らか鮮やかな世界救けの本道の始まりであり、この世の春〉になりたら、それぞれが世界の為に尽くした理を受け取って末代失う事の無い天のあたゑ〈人を救ける為の不思議な天の力〉を授けるから、それを持って、春に〈世界中に心温かい神の道が治まる為に〉勇んでおくんなはれや。）

さあ／＼一寸説いて置くで。さあ／＼刻限々々、刻限遅れると皆遅れる。どきはきの道を通らにゃならん。さあ／＼一時々々心の理によって理が外れる。一つ／＼十分聞き取れ。一度の話は二度はせん。刻限は間違わんで。くどう／＼説いてある。これからは案じる事は無い。
（さあ／＼一寸一言説いて置くで。さあ／＼明らかな理の働く刻限々々の理であり、聞き分けて治めなければ成らない旬が来たと知らせる刻限の理に遅れると、皆自分自身の道が遅れるのや。時旬の理を外してしまうなら真実の理は治まらず、皆どきはきの道〈怒気覇気の道…どうしてこんな情けない道を通ってしまったのかと自分自身に怒りをぶつけながら、果たしの為の長い苦しみの道を、必死に気力を奮い立たせながら、堪えて通り抜ける後悔の道〉を通らにゃならんのや。
さあ／＼目先の結構ばかりを求める一時々々の〈その場限り／＼の〉人間心の理によって、何時何時までも結構に連れて通してやりたいから、世界救けの為に尽くさせてやろう、その為の今一時の苦労をさせてやろう、という神の理が外れるのや。
果たしの為の長い苦しみの道を通るのが嫌なら、今の今、神の話しの一つ／＼をそのまま十分に聞き取れ。一度に聞き取らなければ治まらない真実の話は、二度はせんのや。刻限で諭した理は必ず成って来る事ばかり、どんな事も間違わんで。さしづの道より他の道は通れん、と、くどう／＼説いてあるのや。
これから先は世界中の大掃除が始まって、行き着く所も無いような恐ろしい道が段々と見えて来るが、何事もさしづ通りに運んでいれば見るだけの理で治まり、案じる事は何も無いのや。）

刻限聞き遁し、見遁し、悟りと言う。悟りは言わん。刻限よいように悟ってならん。刻限に諭したる理に理を纏まれば、身が治まる。心得ん／＼。これ一つ事情諭し置く。
（明らかなさしづ刻限の理を聞き遁し、見遁しをして、通るに通れんように成ってから悟りと言う。難しいさしづ刻限の理を、一先ず馬鹿に成って、そのまま速やかに受け取ってくれさえすれば結構な先々の理が治まるのであるが、利口な人間思案を出して、悟り取ってくれとは言わんのや。
鮮やかな理の働く刻限の理を、自分の勝手のよいように悟ってはならんのや。刻限に諭したる理にそのまま己の心の理を纏まれば〈まとまれば…ばらばらだった心が一つの整った状態にまとまれば〉、身が治まるで。
心得ん／＼と言って濁り切った人間心を出すなら、澄み切った心の神は寄り付く事が出来ず、救けてやる事が出来ないであろう。これだけの一つ事情を諭し置く。）



























　明治二十六年二月四日　夜　本席御用場普請願
さあ／＼だん／＼にだん／＼遅れる処、成らん中にだん／＼遅れる。いろ／＼さしづにしてある。どういう事してある。夜深々々一つ諭したる。一時尋ねる重々の理、又一つ諭し置く。どういう事であろうと、一つ不思議に思う。又人間の心あろうか。人間の心さら／＼無いと諭して置こう。又一つ談じ、心に分からん理あれば十分尋ね返やすがよい。一つは御用向という、神の御用向建家というは、一つ差し入りて一寸これだけの事を、もうどんな建家不足言わん。定めた理でこれから先々長く住家と言う。御用所と思う、御用所と諭してない。楽しみにゃならん。これまで難儀の中不自由の中の道を通り、弱わ／＼通り。よう聞き分け。多くの中より入り込み場所ぢばへ引き受け、一つの理を聞き分け、一つ貰い受けたる処を、差し入りて存命中、難儀々々の道を通し、事情一寸治め掛け、余儀無き事情にて身を躱して、これから前々見分けば鮮やか小人と言う。だん／＼と諭し、よう／＼小人に乗って守護、一寸心改める。それ／＼一つ／＼理があれば道と言う。よう聞き分け。人間の心さら／＼持ってさら／＼言わん。何遍尋ねても、幾間何間はあろまい。これだけ談示一つ受け取らにゃならん理であろ。どんな普請するといえど、何間何尺納める。伺いからさしづと言う。少しは変わる。どうしてくれい、こうしてくれいと、諭した事は無い。心の理だん／＼諭する。一時始まりたる理と言う、よう聞き分け。中中の中には、もうあれなら十分と言う。なれど十分と思う理で一寸思わく、一寸悠っくりした。不自由難儀の中通りた理に、これこそ満足与えてくれと諭した処、未だ分からん。十分という処一寸受け取れん。一寸大望と思う。大望と思わずして委せてくれ。誰に委するなら、これまでどんな事通りたる理に与えて、満足さゝにゃならん。上段の間、又変わりた事は要らん。人が見れば不細工、何んぞいなあと言う。これ皆談示をして一時の道又の道である。人の道と心の道と異るによってよう聞き分け。一時の処改めるなら夜々諭さにゃならん。ざわ／＼した所では他に映る。他に映ればうっとしてならん。そこで夜深々々事情諭して置かんならん。もう明日日から掛かりてくれ。いかにもこれで満足。切りての普請は受け取れん。掛からりゃせんで。
さあ／＼もういろ／＼話しては分かろうまい。もう十分別けて話して置く。それより用いりて席々と言う。席の入ると治まると事情違う。入ると治まると、中に移るというは変わる。人間心で言わん。席と言うてある。あら／＼と思う。ほうと言う。建家望み早く。そこで思わく通り。又楽しみというは、心に委せにゃならん。心にこ1れだけの事出けるか。これで結構満足というは一時受け取る。存命の中やで。一年の事情見て事情という。これから聞き分け。住み掛けたらそれ／＼の上から何時なりと。折角の事情仇となる。分かるか。分からにゃ何ぼなりと尋ね返やせ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「さあ／＼だん／＼にだん／＼遅れる処、成らん中にだん／＼遅れる。」
さあ／＼何処まで行ってもこの世は、神が支配する神の世界であるが、欲とほこりで泥々になった人間の成す業によって、豊かな自然も人の心も荒れ果ててしまい、何時この世の終わりが来てもおかしくないような、一触即発の、破滅の道筋が幾筋も見えて来た今日この頃であろう。　
そんな世界中を救け上げる為には、世界中の人間に元のきれいな心を取り戻してやり、真実誠の神の話を聞き分けさせて、一列平等で互い救け合いの、神の一列支配の世界に立て直すより他に方法は無いが、芯まで錆びてしまった人間の心には、救けの為の一時の苦しみの道に、堪えて貫く強い精神が必要だと諭す真実誠の神の話が届く筈は無い。
止むを得ず、一旦元の泥海に還して、もう一度始めからこの世を創り直さなければならないという処まで来たのである。
そんな中、多くの中を見澄ませば、段々神が育てる事によって、「私のような悪のかたまりを、ここまでお連れ通り頂いた事は余りにも申し訳ない事であり、せめてもの罪ほろぼしをさせて頂きたい。こんな私ではありますが、神様のお役に立たせて頂きたい。その為には、この身と心を天に供えさせて頂きたい。末代までも供えさせて頂くなら、少しはお役に立てるであろう。どうか、煮るなり、焼くなり、お好きなようにして頂きとうございます。」と、何もかも捨てて願い出る一筋の心が見えているのであり、このまま元の泥海に還してはその一筋の心がふびんや、という事から世界救けを創め掛けた処である。
世界救けの道は、世界中の人間の胸の掃除一条の道であるが、人間創造以来それぞれが積み重ねて来た山のような残念の理を払って心を澄ます事は、それだけの理の通り返しの道より他は無く、欲とほこりで泥々になって神から離れ、生きる手立てさえ忘れてしまった人間にとっては、とても堪え切れるものではない。
そこで神が色々と思案をしたのであり、言葉にするのも難しい中から、幾筋もの救け道を創造し、先々を十分に見通して、何処にも間違いの無い道である事を確かめ、選び抜いた上で創め掛けた十分な道である。
又それと同時に、それを実現し、いついつまでも実行支配する為の末代不動の天の理を、隅から隅まできっちりと定め終えて、約束の年限の到来と共に創め掛けた処である。
世界中の人間の胸の掃除の道は、言い尽くす事も出来ない長い苦しみの道であって、教祖五十年のひながたの道より他は無いが、生身の人間に通り切れるものではない。そこで神が色々と思案し、出来上がった道が三年千日の道である。
先ず教祖が一人先に立って、人間の事情から運ぶ五十年の胸の掃除の道を通り抜けて世界のひながたと成り、後に続こうとする子供に、自ら通り抜けた誠の理を写してやるというものであるが、濁り切った人間思案を捨て切って神のふところに飛び込む誠さえあれば、たったの千日で、山のような残念の理が晴れてしまい、明らか鮮やかな神の守護を頂く為の、澄み切った心を取り戻す事が出来るというものであり、考えて、考えて、考え抜いた末の、真実誠の神一条の道であるのや。
これから創まる神の一列支配の世界においては、無条件で神に従う素直な心を持たなければ、誰も皆人として生きられないのであるが、今のこの段階で、何もかも捨てて神に従おうとする心は人々の善き見本であって道の宝であり、人々に写さなければならない誠の理である。誠であるなら、どのような中も守り通してやらなければならないのは天の道理であり、「どうか、私にも三年千日の道を通して下さい。」と、真実定めて願い出るなら、形ばかりの苦しみの道の三年の道を連れて通して、ひながた同様の理の、結構な末代の理を許す事になる。
たったそれだけの道である事を知らしたいが故に、何処まで行っても人間の思うように成らん神の道を通して胸の掃除をしてやり、世界中を速やかと救けたいばかりの真実誠の神の思惑を聞き分けさせて、結構な末代の道を運ばせてやろうとする中に、人間というものは直ぐに心変わりをし、真の心を現す為の自由な道に慣れて段々と勝手な人間の理を運び、いずれ苦しんで果たさなければならない残念の理を増やすばかりやから、真実誠の神一条の道が段々遅れるのや。

「いろ／＼さしづにしてある。どういう事してある。夜深々々一つ諭したる。」
(あらゆる苦しみに堪えて神のさしづに従う誠の心は、末永く人として生き永らえる為のたった一つの理であって、世界中にその澄み切った心を写し出して、同じ心を治めさせる為の元の道の台と成るのであるが、そんな大切な道の宝であればこそ、どんな難しい中も安心安全に連れて通すのであり、世界の為に尽くしたこうのうの理によって、末代失う事の無い不思議な天のあたゑを授けるという事を、色々なさしづの理に出してあるのや。
日々の事情もどういう事も皆さしづの理に出してあるが、己の身を守り抜いて、世界に尽くす天の道具となる誠天の理を、生涯末代忘れる事無くしっかりと心の奥底に治める為には、どういう事にしてあると思うか。
明らか鮮やかな天の理を身に付ける為には、皆々、夜深々々一つの道〈澄み切った誠天の理を身に付ける為には、濁り切った人間心が皆邪魔に成るのであり、邪魔な人間心を働かせない為には、何も見えない暗闇の道を通り、思うようにならない苦しみの道を通らなければ成らない。何も分からず、思うように成らない苦しみの道を通り、澄み切った理に打ちのめされて、心の泥を吐き出しながら、ただ神様を信じ、堪えて満足たんのう貫くきれいな心に、明らか鮮やかな天の明かりを灯す夜深々々一つの道〉を通すと諭したるのや。）

「一時尋ねる重々の理、又一つ諭し置く。」
(何も分からない、何も思うようにならない今一時の夜深の事情に堪えながら、真実誠の神の思惑を尋ねて道の為に尽くそうとする心は、末永く人として生かされる為のたった一つの理であって、世界に写すべき重々の理であり、又一つの、世界治まる誠の理であると諭して置く。

「どういう事であろうと、一つ不思議に思う。又人間の心あろうか。人間の心さら／＼無いと諭して置こう。」
(神の思惑に従って苦労艱難の道を運び、たった三年の間に、大きな親の理と成るひながた同様の理が治まって、稔りの時旬となる年限の理が来れば、「あんな者がこれ程までに成ったのは一体全体どういう事であろう。」と、皆が一つに成って、不思議に思うのや。　
又、そんな不思議な理の見える処には、並々ならぬ人間の力や心が有ろうか。
何の力も持たない弱い者が、何もかも捨てて道の為に尽くそうとする誠一つを受け取って、神が働くから不思議な理が見えるのであり、神が自由自在に働く処には、卓越した人間の心はさら／＼無いと諭して置こう。）

「又一つ談じ、心に分からん理あれば十分尋ね返やすがよい。一つは御用向という、神の御用向建家というは、一つ差し入りて一寸これだけの事を、もうどんな建家不足言わん。」
（又一つの談じをするなら、しっかりと心に治められないような、分からん理があれば、納得がいくまで、十分に尋ね返やすがよい。どんな事も神の教えに従おうとして、得心がいくまで尋ねる心は世界に写すべき誠の理であり、一つには御用向〈神様が待ち望まれる誠の理であって、真の用木たる者が運ぶべき御用向き〉と言うが、神の御用向建家〈多くの誠天の理をしつかりと心に治めて、生涯末代変わらぬ心で重々に持ち運ぶ真の用木〉というは、一つ神が差し入りて、一寸やそっとでは無い苦しみの道を通してこれだけの事を治めさそうとしても、もうどんな建家不足を言わんのや。〈建家ではなく、正しくは建屋。建屋とは、一つの目的を持って作られたものであるが、この場合は、真実誠の天の理を深く心に治めた真の用木。であるから、立派な用木に成人する為の、どんな苦しみの道にも不足を言わん。と教えられる〉）

「定めた理でこれから先々長く住家と言う。」
(「どんな苦しみの道にも堪えて満足たんのう治めて、何事も神様の思惑通りに運ばせて頂こう。」と固く定めた精神の理で尽くすなら、これから先々は、自由自在に神が入り込んで、末長く住家をする〈神様が入り込んで下さって、末長く不思議な働きをして下さる〉と言うのや。)

「御用所と思う、御用所と諭してない。楽しみにゃならん。」
(今日の教会を、皆々神の御用所と思うであろうが、たった一つの世界救けの理の、真実誠のひながたの道を運ぼうともせず、立派なものばかり拵えて、人間の理を後生大事に持ち運ぶようでは、神の御用所とは諭して無いで。
世界一列救けの真実誠の神一条の道が分からんような事では神の道の入り口にも成らないのであって、多くの者が成人をして来れば、そんなむさくろしいものは皆綺麗に片付けなければ成らないのは天の道理であり、とても楽しみの道にゃ成らんのや。
「これまで難儀の中不自由の中の道を通り、弱わ／＼通り。よう聞き分け。」
(これまでの処の、五十年にも及ぶ難儀の中のひながたの道が有ればこそ、今日の道が有るのだが、言い尽くす事も出来ない不自由の道の中で、明日どうなるか分からない苦しみの道を通りて、支えてくる者は誰も無く、人に笑われ、そしられながら、弱わ／＼通りて来た二十年の歳月が有るからこそ、その間に大きく理が育ち、これだけの道が出来たのや。
真実の限りを尽くして人に笑われ、そしられ、堪えて満足たんのうを治めてくれたからこそ、神が十分に働けたのであるが、誰であろうとも、真実を尽くして人に笑われ、堪えて満足たんのう治めて、年限の理が来れば、大きな世界の道が開けるという事をよう聞き分けて貰いたい。）

「多くの中より入り込み場所ぢばへ引き受け、一つの理を聞き分け、一つ貰い受けたる処を、差し入りて存命中、難儀々々の道を通し、事情一寸治め掛け、余儀無き事情にて身を躱して、これから前々見分けば鮮やか小人と言う。」
 (澄み切った一途な心を受け取って神が働くという事は、この世の元始まりも同じ事であるが、泥海の中を見澄まして、多くの中より、いついつ変わらぬ一筋の心を見定めて神の道具として貰い受けたのであり、約束の年限が来れば、神として拝をさせようと後々の約束をし、承知をさせた上で人間世界を創め掛けたのであるが、待ちに待った約束の年限が来て、人間創め出しの元の入り込み場所のぢばへ連れ帰り、末代の神の道具と成って尽くす事を引き受けさせ、世界救けたいばかりの一つの理を聞き分けさせて、たった一つの身上を貰い受けたる処を、又々神が差し入りて二十五年の命を貰い受けたのである。
世界救けの為に尽くすべく、神が身上を貰い受ける事に寄って、神の一方的都合上の理が働いてあらゆる事が可能に成り、生きている限りの人間という限定的な人間の理から解き放されて自由自在を許され、身上は無くても存命同様に働く理が許され、明らか鮮やかな天の理と成って、子供の成人の為に尽くすという、引き続いて存命中の世界救けの道として来た処である。
世界中の人間を救け上げる為に、五十年にも渡る難儀々々の道を通したのであるが、道の事情も一寸ずつ治め掛けて来た処を、又々、真実誠の人衆を一日も早く育てなければならないという余儀無き事情にて、身を躱『かわ』して〈生かされている限りの人間という限定的な人間の理から逃れて〉来たからこそ、大きな世界の道が開けたのであるが、これだけの事から、前々の教祖ひながたの道ただ一つが世界存続の道である事を見分けて、教祖の後を慕って同様の道を通ろうとするならば、鮮やかな小人〈文字の間違い…正しくは、上人。聖人。・・・身を投げ出して世界の為に尽くす真の用木〉と言うのや。) 

「だん／＼と諭し、よう／＼小人に乗って守護、一寸心改める。」
(そうして尽くす誠の道によって世界が救かるという事を段々と諭して居るのであって、容易な事では神の話を聞き分けられない悪因縁の者が、長い年限を掛けて澄み切った心に育て上げられ、ようよう治まった聖人の心に乗って神が守護するというのだが、一寸やそっとでは聞き分けられない悪因縁の者が、悪から立ち上がって世界の為に尽くそうとする誠の理で有ればこそ、一寸やそっとではない、世界中の、多くの濁り心を改める事が出来るのや。)

「それ／＼一つ／＼理があれば道と言う。よう聞き分け。人間の心さら／＼持ってさら／＼言わん。」
(それぞれの真の心に、「今は世界の存続を掛けた一大事であるから、自分達の事は後回しにして、道の為・世界の為に尽させて頂きたい。」「こんな私ですが、どうか神様のお役に立たせて頂きたい。」「どうでも神様にお喜び頂こう。」と、いうような澄み切った心の一つ／＼の理があれば、速やかに神が受け取って、心通りの道が治まるよう連れ通すのであり、それを、道〈神様と人間の共同作業。世界救けという一つの目的の為に、神人一体と成って進む一つの工程〉と言うのや。
よう聞き分けて貰いたい。欲にまみれた人間の心はさら／＼無い、澄み切った心を持って、道の為・世界の為に尽くそうとするなら、神の思惑通りであるから、何をどうせいこうせい等とはさら／＼言わんのや。

「何遍尋ねても、幾間何間はあろまい。これだけ談示一つ受け取らにゃならん理であろ。」
何遍尋ねても同じ事であるが、幾間何間にすればよいか、どれほどの造りにするかというような、それぞれの真の心を現すためしの理に、答える理は有ろまい。
これだけの談示一つ〈正しい答えなど何も分からない暗闇の道の中から、これが神様のお喜び下さる最善の道ではないかと皆で談示をし、心を寄せ合って立ち上がる誠一つ〉を受け取らにゃならん理であろう。)

「どんな普請するといえど、何間何尺納める。伺いからさしづと言う。」
(今は未だ仮の道であって、世界中を連れて通る広くて大きな本道を拵える為の、不自由第一の仮普請の理であり、どんな普請をすると言えど、世界の為を思って不自由尽くす誠の理が無ければ、天が受け取る事は出来ないであろう。
通り難いであろう後々の世界の為を思って、出来るだけの苦労艱難の道を運び、堪えて満足たんのう貫く皆々の精神を集めて世界救けに掛かるのやから、何間何尺に納めるか、どんな造りにとどめて置くか、どれだけ不自由な思いをして人に笑って貰うかは、それぞれが出すべき答えであろう。
どうでも神の思惑に沿わせて頂きたいと願い出る誠の伺いから、世界の為に尽くすたった一つの理を伝える、神のさしづと言うのや。

「少しは変わる。どうしてくれい、こうしてくれいと、諭した事は無い。」
(出来るだけ立派なものを拵えて世間に認めさそうというような、神の心に反する濁り切った人間思案を改めるなら、少しは道の事情も変わるで。　
世界中が通る為の広くて大きな救け道を完成させる為に、自ら求めて苦労艱難の道を通り抜けようとする澄み切った理を待ち望むだけであって、どうしてくれい、こうしてくれい等と言って、必死に立ち上がってくる誠の理を潰してしまうような、情けない理を諭した事は一度も無いのや。）

「心の理だん／＼諭する。一時始まりたる理と言う、よう聞き分け。」
(神が待ち望む澄み切った心の理を多くの者が持ち運ぶように成れば、世界も段々治まると諭するのや。
世界の為に尽くそうと定まった皆々の精神を受け取って世界救けに掛かるのやから、澄み切った精神の寄り集まりの理が、明らかな世界救けの道の始まりの理であって、一事に始まりたる理と言うのであり、それだけの道である事をよう聞き分けて、精神定めて踏ん張って貰いたいのや。)

「中中の中には、もうあれなら十分と言う。なれど十分と思う理で一寸思わく、一寸悠っくりした。」
(それだけの理を聞き分けて真実誠の神一条の道を運ぶ中中の中には、もうあれなら十分というような者もあるのや。
なれど、そこでよく思案をして置かなければ成らない大切な事が有るが、それは、もうここまでくれば十分だと思う心の理で、一時も休む事無く働いている、一寸やそっとではない真実誠の神の思惑から外れるのであり、心通りに神の道が止まってしまい、一寸ゆっくりした、という事に成るのや。
「不自由難儀の中通りた理に、これこそ満足与えてくれと諭した処、未だ分からん。」
（不自由難儀の中の胸の掃除の道を、一人先に立って通り抜けた誠の理が、世界救ける道の台と成るのであって、世界の為に尽くした誠の理に、結構な末代の理を授けるのやから、これこそが〈人より先に苦労艱難の道を連れて通して頂ける事こそが〉本真実の神の守護であると悟って、心に満足たんのうを与えてくれと諭した処が、未だ分からんのや。

「十分という処一寸受け取れん。」
これだけ運べばもう十分というような、切れ切れの人間心を働かすから、心通りに神の道が切れてしまうのであるが、途中で切れた道では、誰も通す事が出来ないのは天の道理であり、止むを得ず、もう一度初めからやり直さなければ成らないという処であるが、そんな手間ばかり掛かる心は、一寸も受け取れんと言うのやで。

「一寸大望と思う。大望と思わずして委せてくれ。誰に委するなら、これまでどんな事通りたる理に与えて、満足さゝにゃならん。」
生涯続く苦しみの道の中を、一日も油断する事無く満足たんのうして通り抜けるという事は、一寸やそっとではない大望な事と皆思うであろう。
そこでよく思案して貰いたい。元々から人間の力で通り抜けられるような軽々しい道では無いのやから、私のような者にはとても出来ない大望な事だと思わずして、何もかも委せてくれれば善いのや。
誰に委すると言うなら、これまでどんな事も神の思惑通りに通りたる教祖に任せて、満足たんのう治める誠の理を、心に与えてくれれば善いのや。
何もかも教祖に任せて、満足たんのう治める皆々の誠をたった一つの道の台として、多くの子供を救け上げて、世界中を満足さゝにゃならんのや。）

「上段の間、又変わりた事は要らん。人が見れば不細工、何んぞいなあと言う。」
(特別に難しい事をしてくれと言うのや無いで。鏡屋敷の上段の間に坐するだけの、いついつ変わらぬ誠の心〈己を捨てて世界救けの為に尽くそうとする澄み切った心〉を持ち運べば善いのや。
又、誰も出来ないような特別に優れた事や、人が驚くような変わりた事は要らんで。
人が見れば馬鹿にするような、苦労続きの不細工な道を通りながら、「あれは一体全体何をして居るんぞいなあ。」と言うて笑われ通り、堪えて満足たんのう治める不屈の精神が有ればこそ、押しも押されぬ大きな世界の道が開けるのや。) 

 「これ皆談示をして一時の道又の道である。」
(これだけの理を多くの者が持ち運ぶように成れば、世界が救かると皆に談示をして居るのであるが、世界の為に尽くす誠の道と言うても、神を信じ、教祖を慕って後に付いて行こうとする澄み切った心を定めれば善い、と言うだけであり、それが、安心安全な神一条の道の始まりの理であって、人間創造以来積み重ねて来た残念の理の果たしの為の、一時の苦労艱難の道の始まりの理であり、又の道である。
〈又の道・・・運命の分かれ道。…これら創まる本道は神様の一列支配の道であって、速やかに神様の思惑に従う澄み切った心を持たなければ、誰も皆人として生きられません。その為には、長い間に積み重ねた残念の理を払って頂かなければなりません。おろそかにする事の出来ない朝夕のおつとめから教えられる如く、神様に胸の掃除をして頂かなければならないのですが、道は二つあります。
一つには、何もかも捨てて神様のふところに飛び込む事が出来ない間は人間一条の道であり、人間の事情を持ったまま胸の掃除をして頂くなら、五十年もの長きに渡る苦労艱難の道が必要だと、教祖が生涯掛けて教えて下さいました。五十年もの苦しみの道は生身の人間が堪えれるものでは無く、人として生き続ける事は不可能だと教えて下さいました。
運命の分かれ道となるもう一つの道が、真実誠の神一条の道です。「人間の力ではどうする事も出来ないという事がよく分かりました。これからはどんな事も神様の思惑に従わせて頂きます。」と澄み切った真実が定まるなら、真実誠の神一条の道に移ります。そこは神様の道であり、人間の理は働きません。どうでも世界を救けたいという、神様の一方的都合上の理が第一に働きます。そこで、ひながたの道を通らにゃひながた要らん、と、教えて下さる神様の話を素直に聞き分けて、教祖の後を慕って付いて行こうとするなら、心通りに胸の掃除の道が始まります。神様の思惑どおりの道ですから、教祖が喜んでお働き下さいます。自ら通り抜けられた五十年の胸の掃除の理を、後を慕う子供に写して下さいます。
真実誠の神一条の道であればこそ、たったの三年千日で山のような残念の理が晴れてしまい、結構な末代の理が治まるという、世界一列の救け道であり、末長く人として生かされる為の、たった一つの道であって、「運命の分岐点と成る、又の道である。」と教えて下さいます。〉

「人の道と心の道と異るによってよう聞き分け。」
神の教えを後回しにして通りやすい人間の理を立てて通る人の道と、人間心を捨てて神に従う真実誠の心の道とでは、先々の結果が百八十度も異なるによって、そこの処をよう聞き分けて貰いたい。）

「一時の処改めるなら夜々諭さにゃならん。ざわ／＼した所では他に映る。他に映ればうっとしてならん。」
（「今はこの世の存続を掛けた一大事であるから、今の一時の処は自分達の事を後回しにして、道の為・世界の為に尽くさせて貰おう。」という澄み切った心に改めるなら、その身を守り通し、思いを遂げさせる為の真実誠の天の理を、心の奥深くに治めさせるべく、夜々の理〈濁り切った人間心に、澄み切った天の理が治まる筈は無い。そうであるからこそ、人間の知恵や知識を働かす事の出来ない夜々の道を通して、何も見えない、何も思うように成らない暗闇の中から、淡い光を放つ、澄み切った誠天の理を治めさそうという一つの理〉を以て諭さにゃならん。
濁り切った人間の理がまかり通る昼間のざわ／＼した所では、神の道から外れた他の理ばかりが心に映るのや。他の理が心に写れば、澄み切った天の理が治まる筈は無く、どうしてやる事も出来ないから、うっとうしくてならんのや。)

「そこで夜深々々事情諭して置かんならん。もう明日日から掛かりてくれ。」
(そこで夜深々々事情〈尽くしても尽くしても人間の思うようには成らない暗闇の事情であり、濁り切った人間心を捨て切る為の、たった一つの救け道〉を運んで、道の邪魔をする残念の理を払い、先々の為の真実誠の種を蒔き、その中で、身に染みて真実誠の神の思惑を知る事が出来なければ、真実誠の天の理は治まらないと諭して置かんならんのや。
それだけの道である事をよく聞き分けて、もう明日日からでも、「神様の思惑通りの道を運ばせて頂こう。」という、澄み切った心を定めて掛かりてくれるよう。)

「いかにもこれで満足。切りての普請は受け取れん。掛からりゃせんで。」
(思うように成らない苦しみの道を運び、いかにもこれでこそ真実誠の神の守護であると悟って、いかなる中も満足たんのう治めれば善いのやで。　
今一時の結構ばかりを求めて、先々の理を食いつぶすお先真っ暗な人間の理が世界を狂わして来たのであって、何処までも神の道の邪魔をするのやから、これだけの事をすれば世間が認めてくれるであろうというような、いずれ潰さなければならない濁り切った人間心で、切りての普請は受け取れんと言うのや。
人間の理ばかりを後生大事に持ち運んで、潰れる台を一生懸命拵えて居るようでは、とても世界救けには掛からりゃせんのやで。)

「さあ／＼もういろ／＼話しては分かろうまい。もう十分別けて話して置く。それより用いりて席々と言う。」
(さあ／＼もういろ／＼と話をして居ても、速やかに聞き分けようとする誠の心が無ければ、澄み切った天の理が治まる筈は無く、結構な末代の道など何も分かろうまい。
道の為に尽くそうとする真実の無い者に、真実誠の神の話をしていても仕方のない事であるから、もうこれからは、十分に神の話を聞き分けようとする神一条の者と、通りやすい人間の理ばかり持ち運ぶ人間一条の者とに、別けて話して置くで。
それより、十分な神一条の道を諭すなら、どんな事も速やかに神の思惑に従おうという誠の精神を定めて、日々神のさしづの理を用いりてこそ、席々〈真実誠の天の理が心の奥底に治まる〉と言うのや。

「席の入ると治まると事情違う。入ると治まると、中に移るというは変わる。」
席の入る〈真実誠の神様の話を聞き分ける〉と、治まる〈聞き分けて、生涯末代変わらぬ心で守り抜こうとする固い精神が定まる〉とでは、道に尽くす事情が違うで。
入ると治まるというは未だ／＼道の第一段階であるが、中に移る〈世界救けの為に尽くすひながたの道を定めて、真実誠の神一条の道の中に移らせて頂く〉というは大切な道の台であり、世界救けの為であればこそ、どのような中も安心安全に連れて通さなければならないという、神の一方的都合上の理に変わるのや。)

「人間心で言わん。席と言うてある。あら／＼と思う。ほうと言う。建家望み早く。そこで思わく通り。」
 (人間心で分かるような事は一つも言わんで。
どのような事も席一つ〈何事も速やかに神様の思惑に従おうという誠の精神を定めて、さしづ通りの理を運ぼうとする誠の心一つ〉で治まると言うてある。誰であろうとどんな者であろうと、一先ず馬鹿になって神の話を聞き分けようとするなら、明らかな理の働きが直ぐに見えるのであり、人が見て、「あら／＼。」と、驚いたり、不思議に思う事に成るのや。
多くの者がそれを見て、「ほうこれが神様の力か。」と言うように成るのやで。
そんな一人前の建家〈速やかに天の理を聞き分けて、世界救けの為に尽くす真の用木〉に成人して貰いたいと願う神の望みを、一日も早く聞き分けて貰いたいのや。
そこで、「これからは何事も神様の思惑通りの道を運ばせて貰おう。」という澄み切った精神を定めてくれるなら、思惑どおりの結構な末代の道が治まるよう、何もかも引き受けをするのやで。）

「又楽しみというは、心に委せにゃならん。心にこれだけの事出けるか。」
(又先々の楽しみの理というは、蒔いた種〈道の為・世界の為に尽くすべく、教祖ひながたの道に習って、道に尽くした理を一時うずめて置く誠の理〉と、肥やしの理〈そのような誠を受け取って世界救けの為の道の台として下さり、年限の理が来れば、一粒万倍にして返して下さる真実誠の親神様の御守護〉が有ればこそ、年限と共に育つのであるが、世界の為に尽くす一時の苦労艱難の道も分からず、折角蒔いた種を早くから掘り出して楽しんでしまった分は、理が消えるで。
大きく受け取って、大きく返してやろうとする真実誠の神の守護を悔やしんでしまったら、先々何ぼうでも悔やしまにゃならん事に成る。もう何年経ったと心に思わんよう、長い心を持って、天然自然の理に委せにゃならんのや。
何も分からない、思うように成らない暗闇の道の中を、神を信じ、堪えて楽しんで通り抜けて、心に十分な満足たんのうを与えてこそ、押しも押されぬ大きな世界の道が開けるのであるが、何時いかなる時もこれだけの事が出けるかと、よう思案せにゃ成らんで。)　

「これで結構満足というは一時受け取る。存命の中やで。」
(難しい道も勇んで通り抜けて、「これでこそ結構な神様の道や。」と言うて満足たんのう治める理というは、神が待ち望むたった一つの理であって、世界に写し出して、世界中に同じ心を治めさせる為の道の台と成るのやから、無くてはならない一事の理として受け取るのや。
よう考えてくれ、何もかも神の思惑通りに運んだ教祖が、後々の道の為・世界の為に二十五年の命を縮める事によって、不自由な人間の理からまぬがれたのであり、身上と引き換えに自由自在の理を得て、明らかな天の理となり、存命同様のまま、後を慕う子供に、自ら通り抜けた五十年の胸の掃除の理を写してやろうとしている、真実誠の神一条の道の中やで。

「一年の事情見て事情という。これから聞き分け。」
(一年の事情〈世界救けの為に尽くし切られた教祖の生涯の事情〉を見て、どうか私も教祖の後に続かせて頂きたい、という澄み切った心を定めるなら、世界の道の台となって尽くす真実誠の神一条の事情を始め掛けると言うのや。
これだけの心定め一つから、世界が治まるという事を聞き分けるが善い。)

「住み掛けたらそれ／＼の上から何時なりと。折角の事情仇となる。」
(教祖の後に続きたいと定まった心を受け取って、わずか三年千日の苦しみの道を神が連れて通り、心が澄み掛けたなら、世界救けの為に尽くさなければ皆々後が無いというそれぞれの因縁の上からも、十分な理が治まって、自由自在の理を許される日が来るから、それから道を楽しむのが順序であり、何時なりと思い通りの道を運ぶが善いと言うのや。
このままでは通るに通れない悪因縁の者を、世界救けの為に尽くす誠の理に引き換えて、大きく救けてやろうとする真実誠の神の思惑に沿えないというなら、折角の働いた事情も大きな残念な理と成るのであって、我が身うらみの仇の理〈救けたいばかりの真実誠の神様の思惑を裏切り、濁り切った人間の理ばかり持ち運んで恩を仇で返し続けた理は、牛馬と成って生まれ変わり、残された人々へのいましめと成って、末代苦しまなければならないという地獄の理〉と成るのや。

「分かるか。分からにゃ何ぼなりと尋ね返やせ。」
(今のこの時旬は、それぞれの末代の運命を掛けた又の道〈分かれ道〉であり、二度と取り戻す事の出来ない真剣勝負の道である事が分かるか。
分からにゃ何ぼなりと尋ね返せ。)




押して、本席思召し通りにさして貰いまして宜しう御座りますか願
さあ／＼よう／＼の道、よう／＼の道、成程どれだけといえど下にも受けん、手に持って楽しみ十分あたゑ、十分あたゑ無くば無に成って了う。これだけすれば十分とこれ思わず直ぐ受け取る。これから聞き分け。未だ／＼道ある。道あっても、手を組んで定めてくれ。又一つおめ恐れはするやない。皆手を組んで連れて通そう。どんな事でもおめ恐れする事は要らんで。


「さあ／＼よう／＼の道、よう／＼の道、成程どれだけといえど下にも受けん、」
(さあ／＼何処まで行っても人間の思うようにならない細々の道を通り抜け、堪えて満足たんのう貫いて治まるよう／＼の道であるが、目指すは、明らかな天理に照らされて、世界中が和らいで若々しく、未来えいえいと成長する、よう／＼の道である。
その日が来れば、「成程なあ、神様の教えには何も間違いは無かったなあ。」と、治まる成程の道であるが、どれだけの道といえど、道の為・世界の為を思って尽くした年限の理が無くば、程度の低い尽くし運びの理としても受け取れんのや。)

「手に持って楽しみ十分あたゑ、十分あたゑ無くば無に成って了う。」
(今どうでも果たさなければならない大切な自分の仕事のようにして、道の為・世界の為に尽くしてこそ先々の楽しみの理を十分に与えるのであるが、道は末代の理であって、返す理は皆末代の理であるから、一人先に立って、胸の掃除の為の三年千日の道を通り抜けて世界の道の台と成り、世界の為に尽くしたこうのうの理によって、末代失う事の無い十分なあたゑを貰うのでなくば、いずれ無に成ってしまうのや。)

「これだけすれば十分とこれ思わず直ぐ受け取る。これから聞き分け。」
(これだけすれば十分という切れ切れの心を持たず、未だ／＼これからという長い心を持って、苦労を苦労と思わず、楽しんで世界の為に尽くす理は直ぐと受け取る。
これだけの事から、天が受け取る誠の理というものを、よう聞き分けて貰いたい。)

「未だ／＼道ある。道あっても、手を組んで定めてくれ。又一つおめ恐れはするやない。皆手を組んで連れて通そう。どんな事でもおめ恐れする事は要らんで。」
(これから先には、未だ／＼色々な道がある。どんな道があっても、皆で手を組んで定めてくれ。
又一つの諭しをするなら、神が連れて通す神の道であるから、何事もおめ恐れはするやない。皆で心を一つにして、手を組んで運んでくれるなら、どんな中も連れて通そう。
どんな事でも神が支配する事やから、おめ恐れする事は要らんで。)



明治二十六年二月五日　朝
本席御用場普請の処、前晩のおさしづより運び方申し上げ、普請今日より掛からして貰います願
さあ／＼だん／＼の事情、追々よう／＼の日追い迫る処さしづと言う。さしづある。皆さしづ眺め、それよりだん／＼掛かり、取り間違いの処もあろ。取り間違いの処ありて今日までと言う。受け取れるか受け取れんか。日延べたる処受け取れん、そんなら今日からと言う。そんな道やあろまい。心にとりては当然の理といえど、心に聞き分け。ワアヽヽヽヽヽヽ。


「さあ／＼だん／＼の事情、追々よう／＼の日追い迫る処さしづと言う。さしづある。」
 (さあ／＼天然自然順序の理に従って段々と心を澄まし、明らか鮮やかな天の理を心に治めさて結構な末代の道を連れて通そうという神一条の事情であるが、長い年限を掛けてゆっくりと育て上げ、皆が満足安心をして神にもたれて暮らせる日が一日も早く来るよう、皆の後ろから追い迫る理がさしづと言うのや。
さしづにはどんなさしづもある。)

「皆さしづ眺め、それよりだん／＼掛かり、取り間違いの処もあろ。」
(皆色々な事に直面し、どうしたらいいのかとさしづをながめ、「神様はどういう事を教えて下さるのだろうか。」と心が向いている間に、段々と真実誠の神の道に掛かるのであるが、十分に神の思惑を汲み取れず、取り間違いの処も多々あろう。)

「取り間違いの処ありて今日までと言う。受け取れるか受け取れんか。日延べたる処受け取れん、そんなら今日からと言う。そんな道やあろまい。心にとりては当然の理といえど、心に聞き分け。ワヽヽヽヽヽヽ。」
(取り間違いの処が多々ありて今日までの道と言うが、所詮は、神が受け取れるか、受け取れんかの違いであろう。
「今は一寸無理なので、もう少し後にやらせて頂きます。」というような、日延べをする心は受け取れん。「明日の事などどうでもいい、今ここで神様の思惑に従わなければ申し訳ない。」という、捨て身の精神は受け取るのや。
「そんなら今日からやらせて頂きます。」と言う。　言われてからする様な、そんな、軽々しい道やあろうまい。
皆の心に取りては当然の理といえど、「どれほど無理でも、神様には従わせて頂かなければならない。」という一途な心を持って、己の胸三寸に聞き分けねば分からんであろう。どうでもという真実の心が無ければ、人として生き永らえる事は出来ないのや。
ワアヽヽヽヽヽヽ。)　




押して申し上げ
さあ／＼もうこれまでの事、すっきり取り消して了え／＼。これまで何度諭したる。大切もどういう大切もある。一つ運び方もいろ／＼ある。そこで折角の図面要らんで。燃やして了え、捨てゝ了え。これ／＼よう聞き分けにゃ分からん。どんな中から、どんな事未だ／＼と言う。これ差し入りて悟りくれ。一寸遅れたる。一つ知らし、又図面仕替え。十の物やろうと言うのに七つの物渡して、心晴れるか晴れんか。これよう聞き分け。もうすっきり要らん／＼／＼。要らん／＼。改め／＼。改めたら、思わく／＼与えにゃならん／＼。


「さあ／＼もうこれまでの事、すっきり取り消して了え／＼。これまで何度諭したる。大切もどういう大切もある。一つ運び方もいろ／＼ある。」
(さあ／＼、もうどうしても神の話を聞き分けられないと言うなら、これまでの事は皆すっきりと取り消して了え／＼。
今は未だ仮の道であって、広くて大きな世界の道を拵える為の不自由第一の仮屋の理であると、これまで何度諭したる事か。
一日も早い世界救け実現の為に尽くす真実誠の大切も、神の道の邪魔ばかりをする残念な大切も、どういう大切もあるのや。一つ一つの道によって運び方も色々ある。)

「そこで折角の図面要らんで。燃やして了え、捨てゝ了え。これ／＼よう聞き分けにゃ分からん。どんな中から、どんな事未だ／＼と言う。これ差し入りて悟りくれ。」
(そこで真実に道を思うなら、通り難い後々の世界の為を思って、不自由尽くす誠の理が無ければ世界は救けられんのやから、理から外れたものは皆いらんのや。折角の図面ではあるが、どうでも神の思惑に従おうとする真実の無いものは要らんで。
燃やして了え、捨てゝ了え。これ／＼の道の順序をよう聞き分けにゃ分からん。
「どうでも、道の為、世界の為に尽くさせて頂きたい。」という澄み切った心を持って働いて居さえすれば、どんな中から、どんな結構なものが出て来るか分からんのや。
道の為を思って不自由尽くした年限の理さえ有れば、どんな事も天然自然に成ってくるのだが、年限が来なければ何も成って来ないのであり、思い通りの道に成るのは未だ／＼先と言うのや。
たったこれだけの事を知らしたくて、神が差し入りて働いて居るのが分からないのや。どうでも聞き分けようとするなら、十まで言わずとも、己の胸に手を当てて悟りてくれ。)

「一寸遅れたる。一つ知らし、又図面仕替え。十の物やろうと言うのに七つの物渡して、心晴れるか晴れんか。これよう聞き分け。もうすっきり要らん／＼／＼。要らん／＼。改め／＼。改めたら、思わく／＼与えにゃならん／＼。」
(ほんの一寸の処を聞き分ける事が出来ないから、道が遅れたるのや。
そうであるから、一つ一つの遅れを知らしながら、又々道の順序のやり直しをしなければならないのや。
十の物やろうと言うのに、肝心な中身が無い七つの物を渡して、心が晴れるか晴れんか、これだけの残念な胸の内をよう聞き分けて貰いたい。
それも出来ないと言うなら、もうすっきり要らん／＼／＼。理から外れたものは要らん／＼と言うのや。
それがいやなら、速やかに世界一列を救けたいばかりの、真実誠の神の心に改め／＼るがよい。
すっきりと改めたら、結構な道の順序を与えにゃならん／＼。)



明治二十六年二月五日　午後一時三十分頃
本席御用場普請の事に付、これまでの処詰員一同の届かぬ儀御詫び申し上げて御許しの願
さあ／＼もうどうもならんから、皆折角の幾晩々々、だん／＼どうがよかろ、こうがよかろ、そら真実事情、あちらこちらへ、どうなりこうなりという。どんならん処、すっきりと前々の事は取り消して了う／＼。なれど未だ事情あろ。すっきり取り消して了えばそれきりのもの。これから改め替えばどんな事でも受け取るが、よう聞き分け。どんな事も受け取るが、受け取れば伝わにゃならん。どんな知れんもの談じ、どんなもの受け取ると言うた分にゃ分からん。普請はあわてる事要らん。こうして居る、一寸治めてたゞ／＼中にどういう事情諭すなら、言い掛けてから半年近く取り遅れてある。掛からん事情、取り遅れるはどういう事という。これ何しに来てる。又他人同志でも結構と言うて、これまで伝うて来たる道伝うに、これまで分からんなりの理は直ぐに伝うまい。無理な事言うと思うやろ。無理と思たら無理になる。もと／＼から用いりて、取り立てゝくれにゃならん。持ちてる物離してなりと運んでくれにゃならん。白きもの白きに見る、赤きもの赤きに見る、黒きもの黒きに見るは皆世界の事情。よう聞き分けにゃどんならん。情無い。ならんもうならん、もうやめようかしらん、置こうかしらん。その事情から又古き事情ある。建家あちらこちら見て、腐り建家、草生えの中の建家という。それから聞き分けにゃ分からせん。よう聞き分け。一戸どうであろ、一戸一人限る処、長らくの処やれやれと言う。又やれ／＼という理を無けにゃならん。これから聞き分け。すっきり委せ置く。普請一条委せる。普請だけの事情委せる。委せるとすれば、普請一条これで十分成程満足であろと、これまで人の中隠れ忍んで伝うたる事情、これ聞き分け。皆日々という、又嬉しい重なる中にどやしらん、結構の中に思い過ぎる事情、思い過ぎる事情分かろうまい。又一つ諭し置かにゃなろまい。今日の一つ聞き分け。まあ普請一条は委せる。委せたら受け取る。どんな理も受け取る。これから又話、さしづ事情は何処から委せた。委せたなら、めん／＼事情から改めて、心急いて委せにゃならん。どんな事もある。早く聞き取れ／＼。


「さあ／＼もうどうもならんから、皆折角の幾晩々々、だん／＼どうがよかろ、こうがよかろ、そら真実事情、あちらこちらへ、どうなりこうなりという。」
(さあ／＼もうこれ以上どうもならんから、新しい道の順序を与えようと言うのや。
皆で心を寄せ合って神の思惑を尋ねる幾晩々々の伺いから、段々とさしづをし、それについて、「どうがよかろう、こうがよかろうか。」と、皆で話し合いをして来たのであるが、そうして道の為に尽くす事情は嘘偽りの無い真実の事情であり、真実であればこそ、あちらこちらへ道が伝わったのであって、どうなりこうなりの道が出来たと言うのや。)

「どんならん処、すっきりと前々の事は取り消して了う／＼。なれど未だ事情あろ。すっきり取り消して了えばそれきりのもの。これから改め替えばどんな事でも受け取るが、よう聞き分け。」
(どうしても見許す事の出来ないどんならん処というは、すっきりと前々の事情「たった一つの世界救けの理の教祖ひながたの道であって、五十年にも渡る苦労艱難の道」を取り消して了う／＼という事や。なれど、未だ未だそれだけの理を聞き分ける事が出来ないという、届かん事情もあろう。
そうではあっても、何より大切な元の理をすっきり取り消して了えば、折角神が丹精尽くした道であっても、それっきりのものになってしまうや。これから改め替えればどんな事でも受け取ると言うのだが、それをよう聞き分けねばならん。)

「どんな事も受け取るが、受け取れば伝わにゃならん。どんな知れんもの談じ、どんなもの受け取ると言うた分にゃ分からん。普請はあわてる事要らん。」
(聞き分けてくれるならどんな事も受け取るが、受け取ったとすれば、多くの者に真実の理が伝わにゃならんで。
道に付いたばかりのどんな知れん者にも、「神様に救けて頂く道やで。胸の掃除の為のひながたの道を皆々連れて通して頂き、人間創造以来の長い年限の間に積み重ねた悪しき理を払って頂いて、澄み切った心を取り戻して頂かなければ、末長く人として生かせて頂く事は出来ないのや。」と談じをしてくれるなら、これまでのどんな届かん事も、どんなものも受け取ると言うた分にゃ、又々分からん事に成るのや。
御用場の普請を許されたと勘違いするのだが、何も普請はあわてる事要らんのや。)

「こうして居る、一寸治めてたゞ／＼中にどういう事情諭すなら、言い掛けてから半年近く取り遅れてある。掛からん事情、取り遅れるはどういう事という。これ何しに来てる。」
(どうしても神の思惑が伝わらないから、先へ進む事が出来ずに、こうしてじっとして居るのだが、そのようなどうにもならん中を、出来る処から一寸ずつ治めてやり、たゞ／＼心の成人を待ち望んで居る中に、どういう事情を諭すと言うなら、この話を神が言い掛けてから半年〈今のこの仮の道に与えて頂いた年限の半分〉近くも取り遅れてあるという事や。
いつまで経ってもさしづ通りの道に掛からん事情、取り遅れる事情はどういう事かと言うのや。たったこれだけの事が分からなければ、一体全体、何をしに来てるやら分からん。)

「又他人同志でも結構と言うて、これまで伝うて来たる道伝うに、これまで分からんなりの理は直ぐに伝うまい。」
(又、まったく道を知らない他人同志でも、思い通りにならない難儀な道を通り抜けて、「体さえ健康ならありがたい事や。」と言うて喜んでいるが、肝心な道の者が、救け一条の為の一時の苦しみの道を恐れてどうするのや。
これまで教祖がたった一人で伝うて来たる胸の掃除の道を、皆々にも伝わせて、結構な末代の道を通させてやろうとする為に、これまで分からんなりに連れて通して来た朝夕の二十一回の勤めの中で、「どうか我が胸の悪しきほこりを払って頂いて、救けたまえ天理王のみこと。」と、その為の胸の掃除の理のひながたの道を、自ら願い出て居るではないか。その理を受け取って、心通りの道に成るよう連れて通しているのや。
人として生き続ける限りは、誰もが逃れられない真実誠の救けの理であるという事は、直ぐには伝うまい。)

「無理な事言うと思うやろ。無理と思たら無理になる。もと／＼から用いりて、取り立てゝくれにゃならん。持ちてる物離してなりと運んでくれにゃならん。白きもの白きに見る、赤きもの赤きに見る、黒きもの黒きに見るは皆世界の事情。よう聞き分けにゃどんならん。」
(無理な事を言うと思うやろ。無理だと思ったら、人として生き続ける事さえ無理になるのや。言い尽くす事も出来ない苦労艱難の道から始まった世界救けの道ではあるが、教祖ひながたの道ただ一つが、人間救済の道であると、もと／＼から用いりて、取り立てゝくれにゃならんのや。
持ちてる物を離してなりと、苦労艱難の道を運んでくれにゃならんのや。白きものを白きに見る、赤きものを赤きに見る、黒きものを黒きに見るは皆世界並みの事情や。よう聞き分けにゃどんならん。)

「情無い。ならんもうならん、もうやめようかしらん、置こうかしらん。その事情から又古き事情ある。」
(それだけの道である事を薄々知りながら、恐れをなして逃げる事ばかり考えるから情無いと言うのや。
ならんならんもうならん、こんな事ならもうやめようかしらん、置こうかしらんと言う処や。
それだけの切羽詰まった事情の中から、又々、それを解決するための古き事情があると言うのやで。)

「建家あちらこちら見て、腐り建家、草生えの中の建家という。それから聞き分けにゃ分からせん。」
(多くの中には色々な建家〈世界救けの為の神様の道具と成って尽くすべく、この道に引き寄せられた者〉が居るが、あちらを見てもこちらを見ても、自分達の幸せばかりを願う腐り建家ばかりや。よく見澄ませば、段々神が育てる事に寄って、積み重ねた悪を払って救け一条の心に目覚め、身も心も捨てて道の為・世界の為に尽くそうとする者が居るのや。悪から立ち直って尽くすなら世界のひながたであり、草生えの中の真実誠の建家と言うのや。
それを見定めて古くから育ててきたのであるが、長い苦しみの道によって澄み切った心を取り戻したなら、神がその者に入り込んで道を知らすという順序であり、それから真実誠の神一条の道が伝わるという事を、よう聞き分けて置かにゃどういう事に成るか分からせんで。)

「よう聞き分け。一戸どうであろ、一戸一人限る処、長らくの処やれやれと言う。又やれ／＼という理を無けにゃならん。これから聞き分け。」
(よう聞き分けてくれ。世界救けの為の神の道具として引き寄せた一戸〈道に引き寄せられた多くの者。天理ファミリー〉の中に、少しは成人してくれた者がいるかどうであろうという処であるが、一戸の中に一人だけ居るという処であり、長い年限を掛けて今やっと澄み切った心を取り戻せた処であって、やれやれという処や。
又、その者を通して真実誠の神の話を聞き分ける事が出来るように成ったら、「やれ／＼やっと真実誠の神様の話を聞かせて頂けるようになった。よかったなあ。」という理を、無けにゃならんで。
これだけの道の順序から、明らかな神一条の道が創まるという事を聞き分けねばならんのや。)

「すっきり委せ置く。普請一条委せる。普請だけの事情委せる。委せるとすれば、普請一条これで十分成程満足であろと、これまで人の中隠れ忍んで伝うたる事情、これ聞き分け。」
(それだけの事を聞き分けて固く守ってくれるなら、これから先はすっきりと委せ置くと言うのや。普請一条を委せるのであり普請だけの事情を委せる。
委せるとすれば、普請一条だけであるが、これで十分であって、先へ行けば成程の道が治まり、皆々の満足する日が来るであろうと諭して置く。
これまでの長くの処は、人の中を隠れ忍んで伝うたる道の事情ではあるが、たったこれだけの順序を承知する事によって、何もかも治まるという事をよう聞き分けるよう。)

「皆日々という、又嬉しい重なる中にどやしらん、結構の中に思い過ぎる事情、思い過ぎる事情分かろうまい。又一つ諭し置かにゃなろまい。今日の一つ聞き分け。」
(皆で心を合わせてその日を待ち望み、変わらぬ一つの心を持ち運んでこそ日々という。又そうして通る日々には、嬉しい事も数々重なる中に、「神様の思惑に添えているかどうやしらん、結構な順序が頂けてこそ、正しい道の証拠ではないか。」と思い過ぎるは、事情というのや。
世界の為に尽くす苦労艱難の道の中にこそ、末代の結構という理が有るのだが、今一時の結構が正しい道の証だと思い過ぎる事情が、残念の理であるという事は一寸には分かろうまい。
真実誠の天の理が分からんから、又一つの理を諭し置かにゃなろまい。今日伝えなければならない処の、たった一つの理を聞き分けるがよい。)

「まあ普請一条は委せる。委せたら受け取る。どんな理も受け取る。これから又話、さしづ事情は何処から委せた。委せたなら、めん／＼事情から改めて、心急いて委せにゃならん。どんな事もある。早く聞き取れ／＼。」
(まあ普請一条は委せる。委せたらどんな事も受け取る。どんな理も受け取る。
これだけの事から又一つの話をするが、さしづ通りに運ぶ事情は難しいであろう。無理な事をせいとは言わないが、何処から何処までを委せたと思うか。
委せたなら、めん／＼の事情から改めてくれなければならないのや。神の思惑から外れんようと、心を急いて急いて運び、外れん為には、何事も天然自然の理に委せにゃならんと言うのや。
未だ／＼道の事情は始まったばかりであり、これから先にはどんな事もある。一時の油断も無きよう、早く聞き取れ／＼。)





押して、普請の処今日より願
さあ／＼まあ掛かる普請、一日二日、半年の理を以て、早い遅いの理は無い。心発散さして、これでどういう事もしてくれるが満足々々、安心安楽与えて暫く働かにゃならん／＼。いずむ心はなあ／＼／＼。ウアヽヽヽヽヽヽ。


(さあ／＼まあまあの理を以て掛かる処の、世界中の心の建て替えの普請であるが、一歩一歩〈一日二日と〉積み上げる誠の理と、何処まで行っても未だ／＼道半ばという理〈半年の理〉を以て働いてくれるなら、道の順序は狂わないのであり、早い遅いの理は無いで。
「どうでも神様の思惑に従わなければならない。」と、心を発散さして、これでどういう事も、「成って来る理は皆神様の御守護であるから、喜んで運ばせて貰おう。」と、心勇ましてくれるが満足々々。「神様が見ていて下さるから大丈夫。」と心に安心安楽を与えて、暫くの処はこのまま働かにゃならん／＼。
恐れをなしていずむ心はなあ／＼／＼。世界の為にはならんから、いずれ取り消してしまわにゃならんのや。
ウアヽヽヽヽヽヽ。)


「2017.2.6」

明治二十六年二月六日　朝
事情願
さあ／＼よう事情／＼、これまでの事情にさあ／＼分からん／＼。どんならん。分からんからこういう日が出て来る。幾日経てども竦んで居る。今日は起きられようか、明日は起きられようか。顔が懐しなったらどうするぞ。ワハヽヽヽヽ、さあさあ皆んな勝手ばかり言うて放って居ってはどんならん。放って置くからこうなる。未だ／＼何でも彼でも働かさにゃならん。これまでの処、だん／＼日を送り、どんならん事情から日延べもし、どうなりこうなりこれまでの処、ワハヽヽヽヽヽヽ、これまでだん／＼さしづ／＼で日々の処、危ない処も怖わい処も知らし、こうなる道も知らし、さしづ順序、危なき道を通りたか、よう思やんすれば分かるやろ。ただ一言のさしづ柔らかなもの、さしづに間違いはあろまい。心真実の理を見分けるなら、間違うた理はあろまい。これだけ聞き分けて置け。


「さあ／＼よう事情／＼、これまでの事情にさあ／＼分からん／＼。どんならん。分からんからこういう日が出て来る。」
(さあ／＼世界治まる重大な事情であって、神が受け取る真実誠の事情というは、これまでの古き事情〈教祖ひながたの道〉より他には無いと諭す神の諭しが、さあ／＼分からん／＼。　　　
末長く人として生き永らえる為の、たった一つの理が分からんようではどんならん。
人間に取って何より大切な事情が分からんから、こういう日が出て来るのや。)
〈このおさしづの場面においては、本席の身上がすぐれないという事情から、重大な道の遅れの事情を教えて下さる。　何時の時代でも同じ事であって、思いも掛けない困難な事情から、重大な道の遅れを教えて下さる。
生身の人間にとって、濁り切った胸の掃除の為の一時の苦労艱難の道《ひながたの道》など容易に運べるものでは無いが、速やかに聞き分けて運ぶ事が出来なければ、速やかに聞き分けて運ぶ誠の心を安心安全の内に連れて通して頂く為の真実誠の救けの理《時旬の理》が消える。
時旬の理を外した事によって己の道が変わり、容易に救けられない濁り心を改めて頂く為の、新しい順序の理が授けられる。　生まれ変われ生まれ変わりをしながら、長い苦しみの道を運ばなければならなくなる。　長い苦しみの道の中で、速やかに神様に従う心を取り戻さなければこの先通るに通れないと知らす己の救けの理にとことん打ちのめされるのであり、最後には、速やかに神様に従う心が治まる。　それでも真実定まらなければ、末代続く牛馬の道が待っている。　そんなひ弱な心を持ったまま人間として生き残るなら、《定まった末代の理によって》明らか鮮やかな天の理に淘汰され続ける地獄の道が見えているからであり、そんな心を他に写してはならないからである。可哀想に見えるが全ては御身の為であり、心次第の道の中の最善の守護である。その日が来ればどうにも成らない。
難儀するのも心から我が身恨みであるほどに、と、初めから教えられて居る。〉

「幾日経てども竦んで居る。今日は起きられようか、明日は起きられようか。顔が懐しなったらどうするぞ。ワハヽヽヽヽ、」
(幾日経てども真実誠の神の話を聞き分けられず、わずかな苦労艱難の道が怖くてすくんで居る。
今日は澄み切った真実の心を定めて、ひながたどおりの道が運べるであろうか、明日は目覚められようかという処である。
善きも悪しきも皆世界のひながたとする為に、心通りの道を許し与える仮の道が終わり、明らか鮮やかな理の働く本道の始まりの時旬が来て、道に尽くした理を受け取って末代の返しをする一日の日が到来し、何も出来ないまま恩を仇で返し続けた理によって心通りに牛馬と成って生まれ変わり、顔〈人として自由に生かせて頂いて、皆と楽しんで暮らしていた頃の様子〉がなつかしなって、涙を流そうにも、流せないような事に成ったらどうするぞ。
ワハヽヽヽヽ、)

「さあさあ皆んな勝手ばかり言うて放って居ってはどんならん。放って置くからこうなる。未だ／＼何でも彼でも働かさにゃならん。」
(さあさあ皆んな、「今は未だとても出来ない。」などと勝手ばかり言うて、末長く人として生き抜く為のたった一つの救け道 〈胸の掃除の為のひながたの道〉を放って居ってはどんならん。
何より大事なものを放って置くからこう成るのや。〈大変な事に成って、神様にお尋ねしなければならないようになる〉
未だ／＼道半ばであり、世界救けの為の真実誠の道の台を拵える為に、何でも彼でも澄み切った心を働かさにゃならんのや。
「これまでの処、だん／＼日を送り、どんならん事情から日延べもし、どうなりこうなりこれまでの処、ワハヽヽヽヽヽヽ、」
(これまでの処というは、世界救けたいばかりの真実誠の神の話が聞き分けられず、だん／＼と日数だけを送り、もうこれ以上遅らす事が出来ないという残念な事情から日延べ「延長」もして来たが、何の進歩も無いまま、どうなりこうなり進んで来たという見苦しい道がこれまでの処であろう。
ワハヽヽヽヽヽヽ、)

「これまでだん／＼さしづ／＼で日々の処、危ない処も怖わい処も知らし、こうなる道も知らし、さしづ順序、危なき道を通りたか、よう思やんすれば分かるやろ。」
(これまでのだん／＼のさしづ／＼で、日々の処の心の治め方を知らして来た。
又、世界救けたいばかりの真実誠の神の話を、誰も聞き分ける事が出来なければ、一旦元の泥海に還して、もう一度初めからこの世を創り直さなければならないという危ない処も知らした。
又、新しい本道である神の一列支配の世界が始まれば、速やかに神の話を聞き分ける事が出来ない心は、人として生き永らえる事が出来ないのは天の道理であり、残された人々へのいましめと成って、牛馬と成って生まれ変わり、末代の地獄の道を通らなければならないという怖わい処も知らして来た。
又、道の遅れを知らす事情の理の働きによって、こうなる道〈どうにもならない事に成って、神様にお尋ねしなければならない事に成る道〉も知らして来たが、これまでの処で、さしづ順序どおりの道を運ぶ事によって、危なき道を通りて来た事が有るかと、よう思やんすれば分かるやろ。)

「ただ一言のさしづ柔らかなもの、さしづに間違いはあろまい。心真実の理を見分けるなら、間違うた理はあろまい。これだけ聞き分けて置け。」
(余計な事を交えないただ一言の理を伝えるさしづの理は、何もかも神に任せて安心をし、天然自然の苦しみの道に堪えて満足たんのうをして暮らすなら、結構な末代の道を治めさすと諭すだけであって、他のどんな道より柔らかなものであり、先々を見定めて諭すさしづの理に間違いはあろまい。
我を忘れて世界救けの為に尽くす真実誠の心の理一つが、先々通るに通れない己の悪因縁を断ち切り、道に尽した理によって、結構な末代の理が授かるという救け一条の理を見分けてするなら、間違うた事に成るような理はあろまい。　
たったこれだけの心一つの道である事を、しっかりと聞き分けて置け。)

2017.3.5





同日、前事情に付会長はじめ役員一同本席の御機嫌伺いに出でし際の刻限
さあ／＼早いと思えば早う成る、遅いと思えば遅く成る。難しいと言えば難しいようなもの、なれどよう思やんすれば難しいやない。思うように成る事が暇がいるというは、よう聞き分け。皆心運ぶなら、成らん事は無い。始め掛けが是非無く／＼身をかくれた。なれど日々入り込んで居る。入り込んで居るは承知の事でもあろ。入り込んで始めたる事に、間違うた事は無い。人間の心なら二つに一つは間違う事はあろ。入り込んで居るならこそ、間違うた事は無い。早く仕上げてくれ。思うようにならん。間違いの事情もあろ。万事立て合うてある。立て合うた事も追々治めて、又入り込んで居る処はどうでもこうでも、どうしたとてこうしたとて、話し掛けたら、せにゃならん。差し上げて了うと言うた初めの理を聞き分け。一つの道、一つの理、一つ心、これ三つ一つ欠けてもならん。どう成っても案じる事は要らん。日々盛大の道を見れば、皆頼もしやろ。手を措いて思やん。折角の道、三里戻れば今度三里行けば十年も掛かる事、ものというは一時に成れば快いもの、無理々々の理を集めてすればいろ／＼の理が出る。勇む／＼と口で勇んだ処が、日々どうよこうよこれが難しい。これをよう聞き分けてくれ。元々より始め掛けたる話、成る成らん、見る見られんもあろうまい。建家遠い所見るやない。あちらへ行けば草だらけ、それから踏み込み、だん／＼始め掛けた道／＼。怖わい／＼頼りさえせにゃよいと逃げて了い、何事も真にする者無かった。一人の主というは、神の言う事用いらず、今年も商いや、相場や、言い／＼皆無くして了うた。よう聞き分け。何も無い処よりそれ／＼だん／＼道を付けて来た。道を付けて来たは神の利やくとも言う。神の働きとも言う。それよりだん／＼上り／＼あちらへ入り込み、こちらへ押し合い、分からん／＼、だん／＼送りて来た。もう一段という処どうもならん。余儀無くかくれた。二年三年後の話、皆前後は知ってあろ。約まる処はさっぱりの処より始め掛け。何も知らん者寄せて、今の処は堅い道具にも成りてある。どんな者でも仕込めば道具に成る。仕込みようが悪ければ中程からでも疵に成る。年限々々、これまで存命の間経ち来たと言う。一里四方宿屋もせにゃならんと言う。一里四方も未だ狭いなあ、とも言うてある。印出し、これは何処の国やなあと言うて置いた。いつの事なあと思て居たやろ。これは先の老母さんの言われた事や。今は席と言う。席の言う事入り込んでの話、跨りはあろまい。皆治まる、集まる。何処へ出るにも案ぜ無く心置き無う出て行けと言うて、間違えば不足言うがよい。危ないようなものなれど、心までに皆治めさす。何も無い草生えの中から始まった事や。事が大き成れば、大き心さえ持てば何ぼでも大き成る。納してある道具もあり、使わにゃならん道具もある。だん／＼道を慕うて出て来る。又あたゑを渡す。この一人より話を聞いて理を。世界どんな事出来て来るやら分からん。合印をして組んである如くやで。最初裏は鍛冶屋表大工という。これは何の事やら。不思議な事やと言う。知らず／＼通り来たもの。それ／＼心さえ治まればあたゑという。日々あたゑさえあれば楽しみ。一寸には難しいようなもの。誰がするともなく、目にも見えず、言葉一つの理、仇に一つの理は無い。よう聞き分けてくれ。


「さあ／＼早いと思えば早う成る、遅いと思えば遅く成る。難しいと言えば難しいようなもの、なれどよう思やんすれば難しいやない。思うように成る事が暇がいるというは、よう聞き分け。」
(さあ／＼道は何処まで行っても心次第であって、未だ／＼私にはとても出来ない早い事だと思えば、心通りに早すぎるような事に成り、もう遅いと思えば遅く成るのや。
心通りの道を通そうとして理が働くからであるが、難しいと言えば難しいようなものであろう。
なれど、我を忘れて世界救けの為に尽くそうとする誠の心を、安心安全に通す真実誠の神一条の道〈あらゆる理を差し置いて、世界救けを最優先される神様の一方的都合上の道〉である事をよう思案すれば、少しも難しい事やないで。
神の思惑に従いさえすれば何事も思うように成るという事が分からず、濁り切った人間思案を働かすから速やかに救けてやる事が出来ないのであって、その残念な心を改める為の苦しみの道〈暇〉が要るのだが、余計な暇が要るという事は、道の邪魔に成る大きな残念の理だという事をよう聞き分けて置け。)

「皆心運ぶなら、成らん事は無い。始め掛けが是非無く／＼身をかくれた。なれど日々入り込んで居る。入り込んで居るは承知の事でもあろ。入り込んで始めたる事に、間違うた事は無い。人間の心なら二つに一つは間違う事はあろ。入り込んで居るならこそ、間違うた事は無い。早く仕上げてくれ。」
(皆で心を一つに揃えてさしづ通りの道を運ぶなら自由自在を許すのであって、何も成らん事は無いのや。
道の始め掛けが、言葉に表す事も出来ない程の苦労艱難の連続であって、皆が恐れて教祖の後を慕おうとしないから、明らかな天理と成って広く働く為に〈扉を開いて世界をろくぢに踏み均らしに出る為に〉、是非無く／＼身をかくれたのやで。
姿は見えないなれど、「教祖の後を慕わせて頂きたい。」というような自ら求める真実の心の中に、日々入り込んで働いて居るのや。存命同様のままで、澄み切った心の中へ入り込んで働いて居るという事は、皆承知の事でもあろ。
をやが入り込んで始めたる事に、間違うた事は一度も無いで。先の見えない人間の心なら、二つに一つは間違う事はあろう。何もかも承知をしている、真実のをやが入り込んで働いて居るならこそ間違うた事は無いのや。
教祖が入り込んで働けるだけの澄み切った心に、一日も早く仕上げてくれるよう。)

「思うようにならん。間違いの事情もあろ。万事立て合うてある。立て合うた事も追々治めて、又入り込んで居る処はどうでもこうでも、どうしたとてこうしたとて、話し掛けたら、せにゃならん。」
(速やかに神の話を聞き分けようとしないから、何事も思うようにならんのや。
思うように成らんというは、天の理から外れた間違いの事情でもあろ。万事、神の理に立て合うて〈たてついて。反抗して〉あるのや。
ここまでの長い年限の間、神の思惑に立て合うた事〈沿い切れなかった残念の理〉も追々に治めて、神の教え通りの心に改めなければならないのは天の道理であるが、五十年にも渡る教祖ひながたの道とは異なる又一つの道であって、教祖が入り込んで働いて居る三年千日の胸の掃除の道〈ひながた同様の道〉の処だけは、どうでもこうでも運ばにゃならんのやで。
同じ一胎一種から産まれ出した世界中は実の兄弟であり、同じ兄弟なら、皆々同じ道を通らなければならないという明らかな兄弟一つの理を働かせて世界中を連れて通るのであるが、人として生き続けようとする限りは、どうしたとてこうしたとて逃れる事は出来ないのや。
明らかな理を話し掛けたら成って来るのが天理であり、どうでもこうでもせにゃならんようになるで。) 

「差し上げて了うと言うた初めの理を聞き分け。一つの道、一つの理、一つ心、これ三つ一つ欠けてもならん。どう成っても案じる事は要らん。日々盛大の道を見れば、皆頼もしやろ。」
 (世界救けの為の真実誠の種の理とする為に、有るものを皆差し上げて了うと言うて始め掛けた、創め掛け一つの理を聞き分けるが善い。
どうでも世界中を救けようとして創め掛けた一つの道であって、蒔かぬ種は生えないという一つの理であり、これからどうでもなんでも道の為、一つ国の為、一人でも道を通り抜けようという一つ心によって治まる道であるが、これだけの三つの内、どの一つが欠けても成らんのやで。
何もかも捨てて世界の為に尽くそうとする誠の心一つが定まれば、心通りの結構な道に成るよう神が請け負って働くのやから、どう成っても案じる事は要らんのや。
広くて大きな世界の道を拵えようとして働くのであるが、出来上がった日々盛大の道を見れば、皆も頼もしいやろ。)

「手を措いて思やん。折角の道、三里戻れば今度三里行けば十年も掛かる事、ものというは一時に成れば快いもの、無理々々の理を集めてすればいろ／＼の理が出る。」
(世界救けの為に尽くす誠の道は、教祖の後を慕って三年千日の道を通り抜け、人々の善き見本と成って尽くすより他には無いが、その為には、大事な事を後回しにしてでも運ぼうとする、しっかりとした精神が必要である事をよう思案しなければならんで。
三年千日の道は折角の道〈神様が心を砕いて拵えて下さった真実誠の救け道〉であり、三里戻れば〈三里とは手と足にある急所であってツボである。ここに灸をするだけで万病に効くという。・・・誰も皆人として生き永らえる為には、濁り切った胸の掃除をして頂いて、速やかに神様の話を聞き分けられる澄み切った心を取り戻して頂くより他には無いが、教祖五十年のひながたの道は容易に通り抜けられるものでは無い。それを可能にする安心安全なツボの理が三年千日の道であって、三里である。・・・三年千日という結構な救け道があると知りながら、恐れをなして尻込みをするような事に成れば〉どうしてやる事も出来ないが、段々と年限の理が迫って来て、このままでは人として生き永らえる事が出来ないという事に気付き、今度改めて三年千日の道を通させて頂こうと心を定めれば、十年も掛かる〈先ず初めに、大恩ある神様の話を一度に聞き分ける事が出来なかった命取りの理を、改めて頂く為の苦しみの道を運ばなければならない事に成るから、生まれ変わり生まれ変わりの長い年限の苦しみの道を通って、二度とこんな愚かな事の無いよう、身に染みて承知をしなければならなく成る〉という事やで。
ものというは、一時に成れば〈速やかに聞き分けて、速やかに改めるなら〉何もかもきれいに治まって結構な先々の理が治まり、何かにつけて快いものであるが、「今は未だとても出来ない。」というような無理々々の理を集めてすれば、色々の困難な理が出て来るのや。) 


「勇む／＼と口で勇んだ処が、日々どうよこうよこれが難しい。これをよう聞き分けてくれ。元々より始め掛けたる話、成る成らん、見る見られんもあろうまい。」
(勇む／＼と口先だけで勇んだ処が、救けの為の一時の苦しみの道が始まれば、「何が間違う、こうが間違う。」と、どうよこうよ言うばかりで、真実誠の神の守護〈救ける為の一時の苦しみの事情〉を満足たんのうして受け取る事が出来ず、これだけの事が難しいのや。
神が与える苦労艱難の道に堪えて満足たんのう治めてこそ、長い間に積み重ねた残念の理が少しずつ晴れて、段々と結構な先々の理が治まるのであるが、たったこれだけの天の救け道である事をよう聞き分けてくれ。
元々より、言うに言えない苦労艱難の中から始め掛けたる話であり、思うように成る成らん、見るに見られんのは理の間違いや、などという場違いの理は何処にもあろうまい。)

「建家遠い所見るやない。あちらへ行けば草だらけ、それから踏み込み、だん／＼始め掛けた道／＼。怖わい／＼頼りさえせにゃよいと逃げて了い、何事も真にする者無かった。」
(立派な建家〈用木〉に成人しようとするなら、色々な苦しみの道に堪えて十分な満足たんのうの理を治め〈十分な誠天の理を積み上げ〉なければならないのであり、成らん先の遠い処ばかりを見るやない。
あちらへ行けば草だらけこちらも草だらけの中で、いずれ澄み切った真実の心が治まる者を見定めて承知をさせ、それから神が踏み込み、段々と始め掛けた道／＼である。
怖わい／＼道や、神様を頼りさえせにゃよいと言うて皆逃げて了い、何事も真実に聞き分ける者は無かったのや。)

「一人の主というは、神の言う事用いらず、今年も商いや、相場や、言い／＼皆無くして了うた。よう聞き分け。何も無い処よりそれ／＼だん／＼道を付けて来た。道を付けて来たは神の利やくとも言う。神の働きとも言う。」
(いずれ道の柱と成って尽くす日が来るたった一人の主人公というは、神の言う事を少しも用いらず、今年も商いや、相場や、「少しでも教祖に楽をして頂かなければ。」などと言い／＼皆無くして了うた。
よう聞き分けてくれ。神以外には、頼るものは何も無いきれいな処より始め掛けて、長い年限の苦労艱難の中を連れて通して来たからこそ、押しも押されぬ澄み切った心に育ったのであるが、それぞれに置いても、神以外に頼るものは無いきれいな処から始め掛けて、段々と道を付けて来た〈神様の話を速やかに聞き分ける人間本来の心を取り戻して下さった〉のやで。
先々に治まる真実の心を見定めて、長い年限連れて通して来たのは神の利やくともいう。
又その理を世界に写し出して、世界中に結構な道を通せたいばかりの真実誠の神の働きともいう。) 

「それよりだん／＼上り／＼あちらへ入り込み、こちらへ押し合い、分からん／＼、だん／＼送りて来た。もう一段という処どうもならん。余儀無くかくれた。二年三年後の話、皆前後は知ってあろ。」
 (それより〈世界中に結構な道を通させたいばかりに〉、だん／＼と上り／＼〈社会に大きな影響を及ぼすような、社会的地位の高い処へ行って働き／＼〉、あちらへ入り込み、こちらへも押し合い、誰も気付かず、何も分からん／＼という中から、通りやすい自由な道を拵えようとして、だん／＼時をついやして来たのやで。
それによってここまでの道が出来て来たのだが、あと、もう一段という処〈最も肝心な人間救済の理であって、三年千日の胸の掃除の道〉がどうもならんのや。
たった一つの天の救け道を恐れる弱々しい心を連れて通してやる為には、皆々の先に立って尽くす真実誠の人衆を第一に育てて、不思議な天のあたゑを授けてやり、何処にも間違いの無い真実誠の救け道である事を証明した上で皆々に写してやるより他は無いが、それだけの道の実践をする為に、余儀なく隠れたのやで。
何の二念〈にねん…ふたごころ〉も無く、三年の道〈真実誠の神一条の道〉を通り抜けて、自ら通り抜けた五十年の理を皆々に写してやろうとして働いて居る教祖ひながたの道の、その後の、皆々の心の運び方の話をしているのだが、皆々も、教祖ひながたの道の前後の事は知っているであろう。)

「約まる処はさっぱりの処より始め掛け。何も知らん者寄せて、今の処は堅い道具にも成りてある。どんな者でも仕込めば道具に成る。仕込みようが悪ければ中程からでも疵に成る。」
(泥々の濁り心がきれいに約まる〈つづまる…まとまる〉処というは、誰も皆同じであって、神以外には頼るものは何も無い、さっぱりの処より始め掛けるのや。
これまでも、何も知らん者ばかりを寄せて段々と育てて来たのであるが、生まれ変わり生まれ変わりをさせながら、胸の掃除の為の長い苦しみの道を連れて通して来た事によって、今の処は押しも押されぬ堅い道具にも成りてあるのや。
どんな者でも丹精込めて仕込めば立派な道具に成るが、仕込みようが悪ければ〈親の七光りなどによって比較的楽な道を通り、胸の掃除の為の苦労艱難の理が足らなければ〉、中程からでも道の疵〈きず…あれがいかんこれがいかんと、勝手な人間の理を持ち出して神の道の邪魔をする事〉に成るのや。)

「年限々々、これまで存命の間経ち来たと言う。一里四方宿屋もせにゃならんと言う。一里四方も未だ狭いなあ、とも言うてある。印出し、これは何処の国やなあと言うて置いた。いつの事なあと思て居たやろ。これは先の老母さんの言われた事や。」
(誰も皆、定められた年限々々の間に治めなければ治まらない時旬の道を通るのであるが、これまでの教祖存命の間も、定められた年限の理によって経ち来たと言うてある。
又、一里四方に渡る信者詰め所もせにゃならんと言うて置いた。多くの者が、「人間創め出しの元のぢばや、親里や。」と言うて世界中から返ってくるように成れば、一里四方も未だ狭いなあとも言うてある。その印を出して、「これは何処の国やなあ。」と言うて置いたが、皆いつの事かなあと思って居たやろ。これは先の老母さんの言われた事や。)

「今は席と言う。席の言う事入り込んでの話、跨りはあろまい。皆治まる、集まる。何処へ出るにも案ぜ無く心置き無う出て行けと言うて、間違えば不足言うがよい。」
(今は席〈本席である飯降伊蔵〉と言う。席の言う言葉〈さしづ〉の中へ神が入り込んで働く真実誠の神一条の話であり、跨り〈またがり…世界一列救け以外にまたがる余計な話〉は何処にもあろまい。
それさえ間違わないように運ぶなら皆結構に治まるのであって、多くの者が集まるように成るのや。
神のさしづ通りの道を日々運ぶなら、何処へ出るにも神が付いて行くから案ぜる事は無く、心置き無う出て行けと言うてあるが、間違えば〈さしづから外れた道を運ぶなら〉神が働く事は出来ないのやから、不足な事〈天理から外れた足らない事〉を言うがよい。)

「危ないようなものなれど、心までに皆治めさす。何も無い草生えの中から始まった事や。事が大き成れば、大き心さえ持てば何ぼでも大き成る。」
(何処にも間違いの無い神の道であっても、道具と成って運ぶ者の心によっては危ないようなものなれど、人間は一つの道具〈善きも悪しきも含めた色々な道の結末を世界中に知らす為の見本〉に使うものであって、どのような事も心の理までに皆治めさすのや。
何も無い草生えの中から始まった事や。事が大き成れば、「道の為なら何が有っても構わん。」という大きい心を用いるのであり、大きい心さえ持てば、先々は何ぼでも大きく成るのや。)

「納してある道具もあり、使わにゃならん道具もある。だん／＼道を慕うて出て来る。又あたゑを渡す。この一人より話を聞いて理を。世界どんな事出来て来るやら分からん。合印をして組んである如くやで。」
(その日の為に納してある〈誰にも邪魔をされないようにして神様が日々育てて居られる〉道具もあり、今直ぐ使わにゃならん道具もある。一時納してある道具によって真実誠の神の道が明らかに成れば、多くの者が道を慕うて出て来るのや。
又道は末代の理であって、何もかも捨てて世界救けの為に尽くしたこうのうの理一つに、末代失う事の無い不思議な天のあたゑを渡すのであるが、この一人より伝える神の話を聞いて皆々も実践をし、結構な末代の理を授かるがよい。
そうして運ぶなら、世界からどんな不思議な事が出来て来るやら分からんで。
一時の苦労艱難に堪えて満足たんのう貫く皆々の澄み切った心を世界中に写し出して、同じ一胎一種から産まれ出した世界中は実の兄弟であり、同じ兄弟なら、皆々同じ道を通らなければならないという明らかな兄弟一つの理を働かせて世界中に同じ道を通すのであるが、初めから、何もかも合印をして組んである如くやで。)

「最初裏は鍛冶屋表大工という。これは何の事やら。不思議な事やと言う。知らず／＼通り来たもの。それ／＼心さえ治まればあたゑという。」
(道の最初、裏の道〈人間にとっては表の道であるが、神様からご覧に成れば、濁り切った人間の理ばかりを持ち運ぶ裏の道〉はもと鍛冶屋の梶本家出身で、初代真柱と成って尽くした眞之亮を頼りとして来たのであって、表の道〈真実誠の神一条の道〉は、もと大工職で本席と成って尽くした飯降伊蔵であり、この二人を杖柱として今日の天理教が出来上がったと言うてある。
これは何の事を言われるやらと皆思うであろうが、何もかも捨てて道の為に尽くそうとすれば、思ってもみない大きな事に成ると言うのであって、「不思議な事やなあ。」と、皆が言うように成るのや。
それだけの心一つの道である事を、皆知らず／＼に通り来たようなものであるが、それ／＼の心に、世界の為に尽くそうとする誠の心さえ治まれば、心通りの結構な道に成るよう神が請け負って働くのであり、世界の為に尽くした理によって、末代失う事の無い不思議な天のあたゑを授けると言うのや。)

「日々あたゑさえあれば楽しみ。一寸には難しいようなもの。誰がするともなく、目にも見えず、言葉一つの理、仇に一つの理は無い。よう聞き分けてくれ。」
(末代続く日々のあたゑさえあれば、末代の楽しみの道に成るのや。
世界の為に尽くすという事は、一寸には難しいようなものであろう。
神の話を聞き分けさえすれば何も難しい事は無いのであって、世界の為を思って尽くそうとする誠の心一つを日々働かすなら、誰がするともなく世上に理が写るのであり、口には出さず、目にも見えずとも、言葉一つの理が勝手に働いて、多くの者に理が写るのや。
なれども、何より大事な神の理を後回しにして、人間の理ばかり持ち運ぶ仇の道には、どうでも救けてやろうとして働く真実誠の一つの理は無いで。
世界一列を救けようとして創め掛けた神の道やから、何もかも捨てて世界の為に尽くそうとする誠の心一つが元である事をよう聞き分けてくれ。
2017.4.18


明治二十六年四月二十九日
本席身上のおさしづに付、本部長御帰会の上御尋ね出でに相成り、過日夜半に盗人はいり、且つ本部長目ぶたの処疵なされしに付事情の願
さあ／＼だん／＼尋ねる処、又一つ尋ねにゃならん。一つ事情さしづ及んだる処、いかなる理聞き分け。余儀無くの心余儀無くの事情、余儀無く心余儀無く事情と言えば、どんと分かり難ない理であろ。よく聞き分けば分かる。思い掛け無き不思議、一つ二つ、どういう事も道によって理に違う。これを差し入って改め。事情鮮やかさしづしよう。一つ理が集まれば事が集まる。事が集まれば安心、よう聞き分け。皆んな一つ、元々さしづ一つ諭したる。又一つ尋ねて諭したら、何の事もいかなる不思議もあろまい。いかなる事もあろまい。それ／＼同し並んで居れば相当のもの不思議禍いある。危ない事、微かな理で救かるは日々の理という。古い理。後々の事も言わん。先々知らそ。一時何名何人と言う。日を切って願い出る。これは違わん。生涯治まる一つの理。それ／＼真実聞き分けば、賛成一つの理も日々の理に治まる処と聞き分け。だん／＼諭し置く。何名何人許し置き、中に散乱、心通り現われる。より／＼隠し包みの理もあって不思議現われる。誰とも言わん。一名一人許したる。一つの理によって、生涯不自由見にゃならん処、芯定めて出るによって、救かる処聞き分け。これからという、何名何人改めて、所々と言う。思い掛け無きさしづ、一寸始め置くによって、これ台として治めにゃならん。日々積んだる年限積んで世界と言う。めん／＼こうと言うて、被く被かん理困る。めん／＼心働かす。それ／＼に委せ。遠く事情出越す処、心改めてだん／＼と伺い出よ。これ一つ間違えば間違う。どういう事とたくましい理は治まろまい。心得までに諭し置くによって、日々と定まりたる理が日々という。

「さあ／＼だん／＼尋ねる処、又一つ尋ねにゃならん。一つ事情さしづ及んだる処、いかなる理聞き分け。余儀無くの心余儀無くの事情、余儀無く心余儀無く事情と言えば、どんと分かり難ない理であろ。よく聞き分けば分かる。」
(さあ／＼どうにもならなくなってしまった世界中を、速やかと救けたいばかりの真実誠の神の思惑を聞き分けて、はっきりと言い表す事の出来ないをやの思い〈それぞれの真実の理として受け取って、大きく救けてやりたいが為にはっきりと言い表す事の出来ないをやの真実〉をだん／＼と汲み取り、世界を救け、己を救ける真実誠の天の理として固く心に治める為に尋ねる処であり、世界救けの道の台と成って尽くす為、澄み切った真実の理を積み上げる為には、どうでも又一つ尋ねて、速やかに実践せにゃならんのや。
一つ事情さしづ及んだる処〈誰も皆人として生き永らえる為には、速やかに神の話を聞き分ける素直な心に改めなければならないと諭すさしづの理に及ぶ為には〉、いかなる理も速やかに聞き分けなければならんのやで。
余儀無くの心〈速やかに神様の教えに従うより他に末永く人として生かされる道は無いと、天理を聞き分けて固く定めた心〉余儀無くの事情〈末永く人としてお連れ通り頂く為には、胸の掃除の為の三年千日の道を連れて通して頂いて、人間創造以来それぞれが積み重ねて来た親不孝の理を払って頂き、救けの為の一時の苦しみの道に堪えて満足たんのう貫く理によって、真実誠の種を蒔くより他は無いと固く定めて運ぶ事情〉の道であるが、余儀無く心余儀無く事情と言えば、どんと分かり難ない理であろう。
日夜著しく進歩をする科学や医療技術、豊かすぎる程の食生活、長い間の封建的な抑圧政治から解放されて急激に豊かさと自由を得た人間は、日ごとに神を忘れて人間の知恵や知識ばかりを持ち運び、生かされる為の神への忠誠心を失って段々徳を失い、徳を失い心が貧しく成る事によって、更なる欲望達成に心を奪われ、その為に母なる自然を破壊し、限りある天然資源の大量消費をし、己の身を守ろうとするばかりに、幾つもの地球を破壊するほどの大量の核兵器や殺りく兵器の開発競争をして、鍛え上げた軍隊と共に多くの国が常備をし、何時この世の終わりが来てもおかしくないような一触即発の危険な状況を激化させながら、破滅に向かってまっしぐらに進む世界中を救う為には、力を正義とする非道な人間支配の道理をすっきりと止めて、互い救け合いで一列平等の、澄み切った神の一列支配の世界に改めるより他は無いが、長い年限積み重ねて来た悪因縁によって先々通るに通れない己自身の為にも、又、素直に神の話を聞き分ける事の出来ない世界の為にも、先ず一人先に立って三年千日の道を通り抜けて、世界導く真実誠の道の台と成って尽くすより他は無いという事をよく聞き分けば分かるであろう。)
「思い掛け無き不思議、一つ二つ、どういう事も道によって理に違う。これを差し入って改め。事情鮮やかさしづしよう。一つ理が集まれば事が集まる。事が集まれば安心、よう聞き分け。」
(神の話を速やかに聞き分けようとすれば、思い掛け無き不思議な守護によって真実誠の天の理の働きが現れて、一つ二つと真実の理が心に治まるが、どういう事も心次第の道であるから、心一つによってそれぞれの通る道が違い、道によって理に違いが出るから、先々の運命が大きく違う事に成る。
神としては、何もしないでこれを見逃して置く事は出来ないから、差し入って〈無理にでも割り込んで〉改めてやろうとするのや。
速やかに神の話を聞き分けようとする真実の心が有るなら、結構な先々の理が治まる事情を鮮やかとさしづしようと言うのやで。
そのようにして、どうでも神の思惑に沿いたいという真実誠の一つ理が集まれば、世界の道の台と成って尽くす真実誠の事情が集まるのや。
世界の為に尽くそうとする真実誠の事情が集まれば、皆々も安心であるとよう聞き分けて置け。)
「皆んな一つ、元々さしづ一つ諭したる。又一つ尋ねて諭したら、何の事もいかなる不思議もあろまい。いかなる事もあろまい。それ／＼同し並んで居れば相当のもの不思議禍いある。」
(皆んな同じ一つである。世界の為に尽くそうとする誠の心を受け取って心通りの道を拵え、世界の為に尽くした理によって結構な末代の理を授けてやりたいという一つの理であるが、元々から、治まる理はさしづ通りの道一つより他には無いと諭したるのや。
又一つ尋ねてさしづ通りの理を諭したら、何の事も明らかな事情がすぐに見えるのであり、いかなる不思議もあろまい。いかなる困難な事もあろまいと言うのやで。
それ／＼が教祖と同じ澄み切った心を持って並んで居れば道は相当〈かなり〉のものであるが、世界治まる真実誠の神のさしづを軽くし、ひながたの道を軽くするから、思いも掛けない不思議な禍いがあるのや。)
「危ない事、微かな理で救かるは日々の理という。古い理。後々の事も言わん。先々知らそ。」
(一命を落とさなければならないような危ない処を、微かな理で救かるは日々の理と言うのやで。古い理である。救かったからどうせいなどと後々の事も言わん。
生涯変わらぬ誠の心の理一つが、己の運命を左右する最も重大な理であるという事を知らそ。)
「一時何名何人と言う。日を切って願い出る。これは違わん。生涯治まる一つの理。それ／＼真実聞き分けば、賛成一つの理も日々の理に治まる処と聞き分け。」
(一時何名何人と言う。どうでも治めさせて貰おうと日を切って真実の道を願い出る。これは違わん。生涯の理に治まる一つの理である。
それ／＼が、どうでもという心を持って真実に聞き分けようとすれば、又、賛成一つの理〈なるほど確かにそうだと、素直に同意をして真実の心を定める〉も世界に写さなければならない誠の理であるから、日々の理に治まる処であると聞き分けるがよい。)
「だん／＼諭し置く。何名何人許し置き、中に散乱、心通り現われる。より／＼隠し包みの理もあって不思議現われる。」
(それぞれの心に日々生涯変わらぬ誠の理が定まれば、真実誠の神の思惑をだん／＼諭し置くのやで。
真実誠の神の道に何名何人許し置き、そんな中に、心散乱する〈方向を変えて心が乱れる〉者が有れば、速やかに心を改める為に、心通りの苦しみの理が現われるのや。
結構な先々の理が治まる真実誠の天の理は、より／＼隠し包みの理〈世界救けの真実誠の道の台とする為、大きく受け取って大きく救けたい為に、その度その度、はっきりと口には出す事が出来ないという真実誠の神様の思惑〉に包んであるが、それを汲み取って、固く守ろうとする誠の理もあってこそ神が受け取るのやから、思ってもみないような、結構な不思議な理が現われるのやで。)
「誰とも言わん。一名一人許したる。一つの理によって、生涯不自由見にゃならん処、芯定めて出るによって、救かる処聞き分け。」
(誰とも言わん。これまでの処で、どうにもならなくなってしまった処を、その理によって一名一人許したるのやで。
長い年限の間に積み重ねた山のような残念の理を、今ここで果たさなければ後々速やかに救けてやる事が出来ないという一つの理によって、どうでも生涯不自由見にゃならん処を、芯定めて出る〈一命を投げ出してもいいから、神様の為、親の為に尽くしたいと願い出る誠の理〉によって救かる処を聞き分けるが善い。
〈・・・神様が居られるからこそ私達人間が有るのであり、自分よりも何よりも親神様を第一に考え、身を投げ出して尽そうとする誠の理が、より強く生かされる為のカギであって、その人間の芯と成る事を分からなければならない。〉
「これからという、何名何人改めて、所々と言う。思い掛け無きさしづ、一寸始め置くによって、これ台として治めにゃならん。」
(これからという、それだけの理を聞き分けて何名何人が心を改めてくれるなら、国々所々の真実誠の道の台と言う。
思い掛け無きさしづによって、真実誠の神一条の道を一寸始め置くによって、これを台として治めにゃならんで。)
「日々積んだる年限積んで世界と言う。めん／＼こうと言うて、被く被かん理困る。めん／＼心働かす。それ／＼に委せ。遠く事情出越す処、心改めてだん／＼と伺い出よ。これ一つ間違えば間違う。どういう事とたくましい理は治まろまい。心得までに諭し置くによって、日々と定まりたる理が日々という。」
(誠天の理として神が受け取る日々の理を、いついつ変わらぬ心で積んだる年限の理を、又々生涯変わらぬ一つの心で積んでこそ、世界の為に尽くす誠の道と言うのや。
天が受け取る日々の理を治めようとするなら、めん／＼が、「これだけの事は、今は未だとても出来ない。」などと勝手な事を言うて、被く被かん〈かずく、かずかん…折角定めた真実の理を、己の理として固く守り抜こうとしたり、しなかったりする〉理は困るで。
善きも悪しきも含めた色々な道の台を拵える為に、めん／＼の心を自由に働かす道である。どのような事も心次第であって、それ／＼の心に委せ置くのや。
遠く事情出越す処〈未だ／＼届かない真実誠の神一条の事情へ向かって突き進む処〉というは、神の教え通りの心に改めようとして、だん／＼とさしづの理に伺い出るが善いで。
なれど、これ一つが間違えば間違うで。どういう事かと言うなら、たくましい理「人並み優れた人間の知恵や力の理」を出せば神の道の邪魔に成るのであり、真実誠の神の理は治まろまい。
心得までに諭し置くによって、日々生涯変わらぬ一つの心の定まりたる理が日々と言うのやで。)


「2017.5.18」

明治二十六年五月十一日　午後十一時五十分　
刻限
さあ／＼／＼、どういう者を連れて戻るやら知れん。早く返事をせにゃならん。返事の中にどういう事、この世始めた無い事あって、これが難しい。難しい中にあらあらの道がある。どういうもの今の一時事情、始めた一人、大変苦労した。我が身我が身の心を出して、事情始めた残念さ。だん／＼道を早く取り替え、だん／＼諭し通り、伺い通り、どんな事でもこんな事でも危なきは無いと知らしたる。なれど伺いさしづ、諭の理を消して、めん／＼心の理を拵えて、暗がりの道。めん／＼それ／＼怖わき恐ろしきの道を知らず知らず、めん／＼結構思わく通り、よう聞き分け。数々の中に苦労集めて始め掛けた事情いかなる事も、千里跨がる一つの道、よく／＼の道、心を改め替え。人間というは今日までの日は分かるであろ。明日日の事は分かろうまい。怖わき危なきの道は分かろうまい。怖わきは知ろうまい。一つの事情もよう知らず、万事心限りの道は知ろうまい。側なる者も、曇り一つの道を知らんが、早く取り替え。まご／＼の心は要らんでな。これまで互い／＼運んで
置いて、暗がり知らんか。明日日から見せて通るが神の道。いかなるも聞き分け。

「さあ／＼／＼、どういう者を連れて戻るやら知れん。早く返事をせにゃならん。返事の中にどういう事、この世始めた無い事あって、これが難しい。難しい中にあらあらの道がある。」
(さあ／＼／＼、どういう者を連れて戻るやら〈一旦ぢばを離れて他の所へ生まれ変わらせ、濁り切った胸の掃除の為の長い苦しみの道を通して段々と澄み切った心に育てた者を、時旬の到来と共に元のぢばへ連れて戻るのであるが、どういうたましい因縁の者やら〉知れん。
これから先は段々と明らかな神一条の道が始まる事に成るが、たとえ少しでも道のために尽くそうと思う真実の心があるなら、一日も早く返事〈これからどういう道を運ぼうとするのか真実の心定め。神様に対する真実のコミュニケーション。受け答え。意思疎通。応答〉をせにゃならんで。
それによってこれから先々の己の道が定まり、返事の中にはどういう事も治まる理が有るが、この世を始めた神の言う事には、今まで一度も聞いた事の無い事や、容易に聞きわけられない事が色々あって、うかつに返事をする事は出来ないと用心をして掛かるから、これだけの事が難しいのや。
無理難題と思える難しい神の話を速やかに聞き分けようとする中に、あらあらの道〈自分中心の行き詰まった心を改めて、速やかに神様の教えに従おうとする誠の理。末永く人として生かされる為のたった一つの道。道の基本。道。〉があるのやで。)
「どういうもの今の一時事情、始めた一人、大変苦労した。我が身我が身の心を出して、事情始めた残念さ。だん／＼道を早く取り替え、だん／＼諭し通り、伺い通り、どんな事でもこんな事でも危なきは無いと知らしたる。」
(どういうものでこういう事を言うなら、長い年限の間不自由な道を連れて通して、今やっとぢばへつれて戻ろうする今の一時の事情が有るからだが、一旦ぢばを離れて苦労艱難の道を始め掛けなければ成らなかった一人というは、大変な苦労をしたのやで。
人々の先に立って神の思惑通りに勤めなければならない元始まりのたましい因縁を持つ者が、我が身思案、我が身勝手の心ばかりを出して神の話を少しも用いらず、人間の勝手な事情ばかりで道を始めた残念さは容易なものではなく、世界救けの為には有ってはならないものであるから、どうでも洗い清めなければならなかったのや。
皆々も同じ事であるが、だん／＼と人間の勝手な道を改めて、一日も早く真実誠の神一条の道に取り替えなければ、世界一列の心の普請の邪魔に成るのは明らかな事であり、通る道〈神様の用木となってつとめる因縁果たしの道。たった一つの救け道〉が消えてしまうどころか、末永く人として生かされる事も出来なくなってしまう処であるが、だん／＼と神の諭し通りの道を運び、伺い通りの道を運ぶように成るなら、どんな事でもこんな事でも危なき事は無いように成ると知らしたるであろう。)
「なれど伺いさしづ、諭の理を消して、めん／＼心の理を拵えて、暗がりの道。めん／＼それ／＼怖わき恐ろしきの道を知らず知らず、めん／＼結構思わく通り、よう聞き分け。」
(なれど伺いのさしづ、真実誠の神の諭の理を消してめん／＼の勝手な心の理を拵えてしまうなら、心通りに、暗がりの道に成るのやで。
めん／＼それ／＼が勝手な道を通ろうとして、受けた恩を仇で返すような事をするから、心通りに牛馬となって生まれ変わり、人々のいましめとなって、末代までも苦しみ続けなければならないという怖わき恐ろしき果たしの道を知らず知らず運ぶ事に成るのだが、本当のめん／＼の結構な道というは、間違いだらけの人間思案を速やかに捨てて、速やかに神の思わく通りに運んでこそ結構な理が治まるという事をよう聞き分けて置け。)
「数々の中に苦労集めて始め掛けた事情いかなる事も、千里跨がる一つの道、よく／＼の道、心を改め替え。」
(このままでは通るに通れない数々の悪因縁を持った者の中に、善きも悪しきも含めて、世界の道の台と成るべき者が居るのを見定めて寄せ集めた処であり、世界に先駆けて、澄み切った心を取り戻す為の苦労艱難の道を集めて始め掛けたる事情であるが、いかなる事も時間を超え空間を超えて守護するのであって、千里跨がる一つの救け道であり、前へも進めない後ろへも戻れない世界中を救ける為、通るに通れない己自信を救ける為の、よく／＼の道である事をしっかりと聞き分けて、速やかに心を改め替えるが善いで。)
「人間というは今日までの日は分かるであろ。明日日の事は分かろうまい。怖わき危なきの道は分かろうまい。怖わきは知ろうまい。一つの事情もよう知らず、万事心限りの道は知ろうまい。」
(人間というは今日までの日は分かるであろ。なれど明日日の事は何も分かろうまい。
大恩を忘れた者が通る、怖わき危なき果たしの道はもっと分かろうまい。心が神から離れたら、誰も皆一歩も先へ進む事が出来ないという怖わき危なき理は知ろうまい。
これから始まる新しい本道は神の一列支配の道であって、何もかも捨てて神に従う澄み切った心を持たなければ誰も皆通るに通れないというたった一つの事情もよう知らず、万事に置いて、定めて願い出る真実の心限りの道である事は知ろうまい。)
「側なる者も、曇り一つの道を知らんが、早く取り替え。まご／＼の心は要らんでな。これまで互い／＼運んで置いて、暗がり知らんか。明日日から見せて通るが神の道。いかなるも聞き分け。」
(側なる者も、濁り切った人間心を捨て切らなければ曇り一つの道の台と成る事を知らんが、一日も早く心を改めて、澄み切った神の心に取り替えなければならんのやで。
まご／＼の〈なすべき事も分からず適切な行動が出来ない〉心は、世界の為には成らんから皆要らんでな。
これまでも苦労艱難の救け道を互い／＼に運んで結構に救けられて置いて、苦労艱難の道から外れたら、誰も皆暗がりの道に成るという事を知らんか。
何処まで続くか分からない苦労艱難の道を自ら求めて、勇んで通る誠の心意気を明日日からでも見せて通るが真実誠の神の道であろう。いかなる事も、速やかに聞き分けねばならんで。)



「2017.5.26」

明治二十六年十月五日　朝三時四十分
刻限御話
いつまでも／＼居た処がどうもならん。何にも楽しみが無い／＼。どんな事変わるやら分からん。楽しみがありてこそ、長く居る甲斐があろ。折角の楽しみが楽しみになろまい。一から十までの処書き取らして、暫く猶予というようなもの。残念なわやい。付き添う者も付き添う者、楽しみさしてこそ側な者。一寸の処どうもならん。今日の日、道も同じ事、心も同じ事、一寸じっとして、何ぼ居ても同じ事、ほんの日々苦が増すようなもの。明日の日立ち帰り、たんのうさしてこそ付き添いと言う。案ぜるも無理は無い。暫く／＼の処、辛抱してくれ／＼。

「いつまでも／＼居た処がどうもならん。何にも楽しみが無い／＼。どんな事変わるやら分からん。楽しみがありてこそ、長く居る甲斐があろ。折角の楽しみが楽しみになろまい。」
いつまでも／＼真実誠の神の救け道を恐れて、何も出来ないままじっとして居た処がどうもならん。胸の掃除の為の三年千日の道を一日も早く通り抜けて、人間創造以来積み重ねて来た悪因縁の理を果たして満足たんのうをし、末代失う事のない真実誠の種を蒔かなければ何にも楽しみの理が無い／＼であろう。
これから段々と明らかな神一条の道に変わるのであるが、道の為に尽くそうとする真実の心が定まらなければある日突然片付けられてしまうような日が来るのであって、何時どんな事がどんな風に変わるやら分からんのや。
道の為に尽くし運んだ理によって末永く楽しませて貰ってこそ、長く居る甲斐があろ。神の話を素直に聞き分けて世界の為に尽くし運んだ理が無ければ、折角の楽しみの道が苦しみの道になるだけであって、とても末代の楽しみの道にはなろうまい。
「一から十までの処書き取らして、暫く猶予というようなもの。残念なわやい　。付き添う者も付き添う者、楽しみさしてこそ側な者。一寸の処どうもならん。」
この世の創め出しから末代の道に至るまでの一から十までの処を十分に話し、忘れんように書き取らして、暫くの間猶予をしている〈それぞれの心根を現して心通りの道を通す為に、明らか鮮やかな神一条の道の実行の時旬を延ばして、じっと見て居る〉というようなものや。何事もなく通れるからこのままで良いと思うような心は世界の為には成らないのであって、いずれ片付けてしまわなければならないから残念なわやい。
真実誠の神の道に付き添う者も付き添う者であるが、共に苦労艱難の道を運んで、「ああ、これでこそ結構な神様の道やなあ。」と言うて、共に楽しみをさしてこそ側なる者であろう。
神の話を素直に聞き分けて、世界の為に尽くし運んだ理が無ければ何もならないという事が分からないような、もう一寸の処がどうもならんのや。
「今日の日、道も同じ事、心も同じ事、一寸じっとして、何ぼ居ても同じ事、ほんの日々苦が増すようなもの。明日の日立ち帰り、たんのうさしてこそ付き添いと言う。案ぜるも無理は無い。暫く／＼の処、辛抱してくれ／＼。」
今日の一日の日は末代の道も同じ事であり、今の一時の心も末代の理と同じ事であるが、ほんの一寸の真実の心も定まらず、何も出来ないままじっとしていては、なんぼ神の道に居ても反対をするのと同じ事であるから、ほんの一寸の心得違いを改める為に日々苦が増すようなものやで。
明るい明日の日の為に尽くすひながたの道に立ち帰り、皆に満足たんのうさしてこそ真実誠の付き添いと言うのや。苦労ばかりしていたら、人が付いて来ないのではないかと案ぜるも無理は無い。たとえ人が離れて行っても、今暫く／＼の処は、真実誠の種蒔きの時旬であると心得て、辛抱してくれ／＼。



明治二十六年十一月二十八日　夜十一時二十分頃
刻限御話
さあ／＼未だ／＼そんな事や／＼、未だ／＼そんな事や／＼。未だ定まらんな／＼。さあ／＼もう／＼定めて貰わにゃ、いつまでもそんな事ではならん。早く締まり付けてくれ。締まりが第一。もう締まりさえ出来たら連れて立つ。その覚悟せにゃならん。締まりと言うても一寸の締まりではいかん。締まりというは、一人でも二人でもいかん。それ／＼心の理を集め。いつまでもどんならん。さあ結び置く／＼。頼め／＼。頼んだら直きや。道が付いたる。あれとこれと結んだるで。談じ掛け談じ掛け。これが一つの台。又始め掛ける。さあ／＼話し掛ける。万事の事までさしづ。それ／＼道を付けてやれ／＼。内一つの締まりさえ付けたら、何も言う事無い。大層な普請をさした。大層々々。何も大層やない／＼。長くの道も経ち越し、ならん／＼中から寄せ掛け、伏せ込んだが、よう／＼伏せ込み、どんな事とも分からず、皆先の事言い掛ける。目に見えん聞いたばかり、人が遠い所へ行って来て話するのを聞くようなもの。めん／＼その場に行かねば成程の理と分かろうまい。さしづという、皆先の事ばかり言うて置く。悩めてなりと痛めてなりと、話したる理に運ばす。今日までは長い日後々思えば短い。指折り数えてみよ。よう／＼と言う。五六年前艱難の道も通してある。あたゑというは、どうしてくれこうしてくれと言わいでも、皆出来て来る。天よりの理で出来て来る。遠い所にも出来てある。近い所へ出来たら分かるやろ。いつまでもこうと思うて居たら違う。これまでとんと分からん勝。どんなさしづもする。さしづ通り出来て来る。何にも彼も話し、もう又皆帰る。皆話してくれ。義理や人目で付く者もあろうまい。これだけ話して置こう。こんな事よう出来たと思うやろ。あたゑ／＼、皆誠々の理を積んだ一つの理、この話皆んな一つ／＼話してくれるよう。

さあ／＼未だ／＼そんな事や／＼、未だ／＼そんな事や／＼。未だ定まらんな／＼。さあ／＼もう／＼定めて貰わにゃ、いつまでもそんな事ではならん。早く締まり付けてくれ。締まりが第一。もう締まりさえ出来たら連れて立つ。その覚悟せにゃならん。
(さあ／＼未だ／＼そんな事や／＼、立教から百八十年以上もの歳月が経ったというのに、未だ／＼そんな事や／＼。真実誠の人衆を育てようとして、教祖が姿を隠してから百数十年もの歳月が過ぎても未だ真実の心が定まらんな／＼。さあ／＼もう／＼いい加減に定めて貰わにゃ、何もかもが間に合わんようになってしまうで。
いつまでもそんな事では悪しき道の台と成るだけであって、世界の為には成らんのや。早く締まり〈行いを慎み真面目になる事〉を付けてくれ。心の締まりが第一である。もう残された年限はいくらも無いのやから、心の締まりさえ出来たら皆連れて立つ〈濁り切った胸の掃除の為のひながた同様の道を運ぶべく、三年千日の道を連れて通す〉のやで。末永く人として生き永らえる為には、皆々それだけの覚悟をせにゃならん。)
締まりと言うても一寸の締まりではいかん。締まりというは、一人でも二人でもいかん。それ／＼心の理を集め。いつまでもどんならんで。
(締まりと言うても一寸やそっとの締まりではいかん。神が受け取る真実の締まりというは、「もうこれからは我が身勝手な人間思案を出さんようにして、神様のさしづ通りに運ばせて貰おう。神様がどうでも世界救けの為にお勇み下さらなければならないような澄み切った心を、日々持ち運ばせて頂こう。」という真実誠の心定めが第一であるが、神が請け負って世界救けを創め掛ける為には、一人でも二人でもいかんで。
神が請け負って世界中を救ける為には、それに見合うだけの多くの道の台を揃えなければならないのであり、一人でも多くの道の台を拵える為には、一日も早くそれ／＼の澄み切った心の理を集めて、多くの者に写さなければならんのや。
いつまでもじっとしていたら道の邪魔になる日が来るのは目に見えた事であり、邪魔な者を片っ端から片づけるように成ってからではどんならんで。)
さあ結び置く／＼。頼め／＼。頼んだら直きや。道が付いたる。あれとこれと結んだるで。談じ掛け談じ掛け。これが一つの台。又始め掛ける。さあ／＼話し掛ける。万事の事までさしづ。それ／＼道を付けてやれ／＼。
すっきりとこの世から片づけられては元も子もないから、さあ皆々を真実誠の神一条の道へ結び置く／＼と言うのや。その為には神の手足となって世界救けの為に尽くせばよいのであり、その為には、それぞれに神のさしづ通りの理を諭して、真実誠の神の道を運んで貰えるよう頼め／＼。
「世界はもうどうにも成らない処まで来ている。私たち人間の力ではどうする事も出来ないのであって、今ここで強大な神様のお力を働かせて頂かなければ、あらゆる破滅の道筋によって世界中が壊滅してしまうという事がはっきりとして来たのや。今直ぐにでも神様に世界救けを創め掛けて頂かなければならないが、神様にお勇み頂く為には、皆で一丸となって神様にお願いしなければならんのや。その為に私達は寄せ集められて居るのであり、段々とそれだけの心に育てようとされながら、神様はその時をじっと待っていて下さるのや。どうか貴方も、神様がお喜び下さる誠の道〈世界救けの道〉に参加をして下さらんか。」と、頼んだら直きや。神の諭し通りの道を実践しようとするなら、神の一方的都合上の理が働いて明らか鮮やかな理が働くのであり、それによって、どうでも道が付いたるのや。
皆の誠を受け取って神が働けば自由自在であり、ねじても伏せても連れて通して、あれとこれと結んだるのやで。
さあ／＼強大な神の力を働かす為に、皆々に談じ掛け談じ掛けをするが善い。これがたった一つの道であって、真実誠の道の台である。　　　
その覚悟さえ付いたら、又新たな道を始め掛けるで。さあ／＼神と一体となって尽くす真実誠の世界救けの道の理を話し掛けるで。
自由自在の神の力を働かす為には、万事の事までさしづどおりに運ぶが善い。一人でも多くの者に誠天の理を伝えてやり、末代の宝と成る、それ／＼の道を付けてやれ／＼。)
内一つの締まりさえ付けたら、何も言う事無い。大層な普請をさした。大層々々。何も大層やない／＼。長くの道も経ち越し、ならん／＼中から寄せ掛け、伏せ込んだが、よう／＼伏せ込み、どんな事とも分からず、皆先の事言い掛ける。
(頼もしい末代の道を付けてやり、これからはどんな事も神の思惑通りに運ばせてもらおうという内一つの締まりさえ付けたなら、何も言う事は無い。大層な普請をさした。大層々々であったという事に成るであろう。
なれどよく思案をしてみれば何も大層やない、大層やないで。人間創造以来の長くの間に積み重ねた山のような親不孝の道も、わずかな年限の苦しみの理に変えて経ち越して来たのであり、どうにもならん／＼という中から真実誠の神の道に寄せ掛けて、色々と伏せ込んで来たのだが、それによって、よう／＼聞き分けて真実の伏せ込みをするように成った処であり、真実誠の神の思惑の伝えをするように成った処で有るが、伝えると言っても、実際には自分の言って居る事がどんな事とも分からずに、皆先々の事を言い掛けるのや。)
目に見えん聞いたばかり、人が遠い所へ行って来て話するのを聞くようなもの。めん／＼その場に行かねば成程の理と分かろうまい。
(目に見えん事や、今朝聞いたばかりの話をするのであるが、人が遠い所へ行って話を聞くのも、こちらへ来て話をするのも、それぞれの心に神が入り込んで話をするのやから、神の話をじかに聞くようなものやで。
皆心では分かっているつもりでも、めん／＼がその場に行って、直接神の働き〈天理〉に触れねば成程の理として治まらないのであって、何も分かろうまい。)
さしづという、皆先の事ばかり言うて置く。悩めてなりと痛めてなりと、話したる理に運ばす。今日までは長い日後々思えば短い。指折り数えてみよ。よう／＼と言う。
(さしづというは、神が先々を見定めて諭す理であり、皆見えん先の事ばかり言うて置くのや。
末永く人として生き永らえる為には、どうでもさしづ通りの道を運ばなければ成らないのやから、悩めてなりと痛めてなりと話したる理のとおりに運ばすのやで。
神の話を素直に聞き分けられない今日までは長い苦しみの日々であったが、楽しんで聞き分けられる様になってからの後々の道を思えば短いであろう。あとどれだけの苦しみの道を運んだら結構な末代の道が見えて来るかと、指折り数えて楽しんでみよ。
楽しんで治まるよう／＼の道とも言うのやで。)
五六年前艱難の道も通してある。あたゑというは、どうしてくれこうしてくれと言わいでも、皆出来て来る。天よりの理で出来て来る。遠い所にも出来てある。近い所へ出来たら分かるやろ。
(五六年前の艱難の道も通してあり、真実誠の種の理として受け取ってあるから結構な先々の理が見えて来るのや。あたゑというは神を喜ばせた誠の心に与える天の与えであり、どうしてくれこうしてくれと言わいでも皆天然自然に出来て来るのや。
蒔いた種が有れば、どうでも生やさなければならないという天よりの理で出来て来るのや。未だそれだけの年限の理の来ない遠い所にも、真実誠の種の理として出来てあるのやで。
はっきりと目に見える近い所へ出来掛けたら、誰も皆分かるやろ。)
いつまでもこうと思うて居たら違う。これまでとんと分からん勝。どんなさしづもする。さしづ通り出来て来る。何にも彼も話し、もう又皆帰る。皆話してくれ。
(いつまでもこのようなのんびりとした道であると思うて居たら皆違うで。これまでは真実誠の神の道がとんと分からんから明らか鮮やかな天理が働かなかったのであって、分からん勝であっただけや。
なれど、定められた年限の理が来れば誰も皆明らかな天理に支配される日が来るのであり、その前に承知をさせて置かなければならないから、どんなさしづもするのや。先々を見定めて諭す真実誠の天の道であればこそ、どんな事もさしづ通りに出来て来るのやで。
何にも心を迷わす事無く、何も彼もさしづ通りに話しをすれば速やかに神が働くのは天の道理であって、もう直に結構な神の道が見えるように成るのであり、又それを真実誠の道の台として、皆々が神のふところへ帰って来るのや。
それだけの道である事を、皆に話してくれるが善い。)
義理や人目で付く者もあろうまい。これだけ話して置こう。こんな事よう出来たと思うやろ。あたゑ／＼、皆誠々の理を積んだ一つの理、この話皆んな一つ／＼話してくれるよう。
(義理や人目で真実誠の神の道に付く者もあろうまい。そうであるからこそ、これだけの事を話して置こう。
こんな難しい事がよう出来たなあ、と思うような事が有るやろ。
天然自然の神の道を日々満足たんのうして通り抜ける誠の心に治まるのが天のあたゑ／＼であり、あらゆる苦しみに堪えて満足たんのう貫く皆々の誠々の理を積んだ一つの理が有ればこそ、末代失う事のない不思議な天のあたゑが治まるのや。
たったこれだけの話を、皆んなで聞き分けなければならない誠天の理として、一つ／＼話してくれるよう。)　　
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刻限
さあ／＼一寸出掛けて話し掛けたで。どういう話し掛けるなら、さあ／＼ようこれまでの処、よく／＼／＼思やんしてくれねば分からん。何も思やんしてどれだけ苦を病んでくれと言うやない。濁りた話も、一寸澄んだ話はこれまで余儀無く、どんな遠い所からでも、どんな運び所も、恐ろしい所も、何でも出て来んにゃならん。これまで信者より深き心を持って出て来る。この道艱難苦労の道も通りたやろう。通りたならこそ、この道が出て来たのや。澄んだ事出来て来るは神さんの守護や、神の守護やと言う。通った中に道ある。真の心以て出来て来る。皆大抵やない。山坂をも道を付けたら楽々の道も運ばれるやろう。をやが道を付け、だん／＼付け掛け、一人やしろに貰い受けて、始め掛けた道の割方してみた処が、人数足らいであちらも掛かり、こちらも一寸掛かった。あれはどうなろうと、いつになったらと言う。折角どうもならん／＼。百十五才まで寿命定めた。なれど、どうもならん／＼から、年限を縮めて治まった。たゞあの人は結構やと言うだけでは分からん。道の理分からねばならん。年行てある。何であのような理であろう。今の者はあの人がどういう者と思うが、澄んだ中の濁り、晴天の中でも曇りする事ある。道があったならこそ随いて来た。世界濁りの中頼り、あちら何も頼り無きよう、一寸入り込み仕事場と言うて掛かりたなれど、とんとどうもならん。あちらもしさがし、こちらもしさがし、仕事場ではあちらへ持って行き、こちらへ持って行き、どうもならん。席と言う一あっての二、何程賢うても、晴天の中でも、日々の雨もあれば、旬々の理を聞いてくれ。聞き分けねば一時道とは言わん。これだけ話し掛けたら、どういう者も聞かさにゃならん。これまでの話何でもと思えども、今まで遅れた。いかなる道も分かり来る。尋ねばさしづを以て、これまで世界造りたと言う。言うも無理やない、頼むも無理やない。この三つの理を改めて聞かねばならん、と、さしづして置こう。よく聞き分けてくれるよう。

さあ／＼一寸出掛けて話し掛けたで。どういう話し掛けるなら、さあ／＼ようこれまでの処、よく／＼／＼思やんしてくれねば分からん。何も思やんしてどれだけ苦を病んでくれと言うやない。
(さあ／＼濁り切った胸の掃除の為の、長い年限の苦しみの道を通り抜けてよう／＼澄み切った心を取り戻した者が、一寸出掛けて話し掛けたで。
どういう事を話し掛けるというなら、さあ／＼誰もが皆聞き分けなければ成らない重要な理としてこれまでの処で教えられて来た事ばかりであるが、この道は、末永く人として生き永らえる為の最後の救け道であって心次第の道であり、二度と取り戻す事の出来ない真剣勝負の道であるという事を、よく／＼／＼思やんしてくれねば分からんと言うて居るのや。
聞き分けて道の為に尽くし運んだ理は、皆結構な末代の理として返すのであって、何にも成らない無駄な思案をして、どれだけ苦を病んでくれと言うのやないで。)

濁りた話も、一寸澄んだ話はこれまで余儀無く、どんな遠い所からでも、どんな運び所も、恐ろしい所も、何でも出て来んにゃならん。これまで信者より深き心を持って出て来る。
(今までは、我が身助かりたいばかりの濁りた話も一時の事として見許しては来たが、身を捨てて、道の為・世界の為に尽くそうとするような一寸澄んだ話はこれまで無かった為に、その澄み切った心を天の理で守り通してやる事は出来なかったのであり、余儀無く、何処まで行っても人間の思うように成らない苦しみの道を通す事によって曲がりなりにも救けて来たのであるが、少しでも真実の心が有るなら、どんな遠い所からでも道の為・世界の為に尽くそうとしなければならないのであって、その為なら、どんな難しい運び所も、恐ろしい所も堪えて辛抱し、何でもかでも満足たんのう治めて出て来んにゃならんのや。
そうして出て来た者は、これまで長い年限尽くし運んで来た真面目な信者よりも、道の為・世界の為に尽くし切ろうとする深き心を持って出て来るのやで。)
この道艱難苦労の道も通りたやろう。通りたならこそ、この道が出て来たのや。澄んだ事出来て来るは神さんの守護や、神の守護やと言う。通った中に道ある。真の心以て出来て来る。
(この道は艱難苦労の道が救けの元であるが、誰も皆その中を通りて来たやろう。多くの者が苦しみに堪えて満足たんのう治めて通りて来たならこそ、これだけの道が出来て来たのや。
澄んだ事出来て来るは神さんの守護や、嫌がる者を無理にでも連れて通して、何が何でも救けようとする真実誠の神の守護やと言うのやで。
苦しみの道を通った中に結構な道がある。艱難に堪えて満足たんのう治めて通り抜けただけは皆澄み切った真実の心を持って出て来るのであり、澄んだ心さえ治まれば結構な先々の道が出来て来るのや。)
皆大抵やない。山坂をも道を付けたら楽々の道も運ばれるやろう。をやが道を付け、だん／＼付け掛け、一人やしろに貰い受けて、始め掛けた道の割方してみた処が、人数足らいであちらも掛かり、こちらも一寸掛かった。
(人間創造以来積み重ねて来た山のような残念の理を払って澄み切った心を取り戻すという事は、皆々にとって並大抵の事やないで。
これから創まる本道は神の一列支配の道であって、誰も皆、速やかに神の話を聞き分ける事が出来なければ人として生き永らえる事は出来ないが、山のような残念の理を払って素直な心を取り戻す為の苦しみの道を通り抜けるという事は、生身の人間に堪えられるものでは無いのや。
止むを得ず、山坂を切り開いて茨の道も踏み均し、通りやすくて安心安全な胸の掃除の道を付けたら楽々の道も運ばれるやろう。という処から、真実のをやが一人先に立って五十年の苦労艱難の道を運び、その理を、後に続く子供に写してやろうとして居るのであって、その為の真実誠の神一条の道〈通りやすい一列の胸の掃除の道であって、理を聞き分けて胸の掃除を願い出さえすれば、たった三年千日の形ばかりの苦しみの道の理に変えて、長い年限積み重ねた残念の理を払って下さるという真実誠の救け道。又人よりも早く、自ら求めて苦労艱難の道を通り抜けた理は世界のひながたと成り、世界の為に尽くした理によって、結構な末代の理が授けられる。〉を付けたのである。
教祖の後を慕って三年千日の道を通り抜ける者を真実誠の道の台として、段々と、広くて大きな世界の道を拵えようとして道を付け掛けた処である。
道の始めは、教祖一人を神のやしろに貰い受けて真実誠の神の思惑を伝えるという処から始め掛ける事により、聞き分けて世界救けの為に尽くそうとする真実誠の人衆が現れ、それを道の台として更に多くの誠の者が集まり、寄り集まった多くの誠を受け取って神が世界救けを創め掛けた、という道の割方〈道の順序・計画配分〉をしてみた処が、真実に聞き分けて尽くそうとする誠の人数が足らない為に、あちらも余計な時間が掛かり、こちらも一寸掛かったという残念な処である。)
あれはどうなろうと、いつになったらと言う。折角どうもならん／＼。百十五才まで寿命定めた。なれど、どうもならん／＼から、年限を縮めて治まった。たゞあの人は結構やと言うだけでは分からん。
(人々の先に立って世界救けの為に尽くさなければならない元始まりのたましい因縁の者でさえ、あれは一体どうなろうかというな事であって、何時になったら真実の心に目覚めてくれるのかと言うような事であった。そんな事であるから、後に続くべき者も速やかに神の話を聞き分けられる筈は無く、折角定めた道筋がどうもならん／＼という処であった。
百十五才までが人間の寿命と定め終えた処である。なれど真実の人衆が中々育たず、このままではどうもならん／＼という処から、教祖が人間の理から離れて自由自在の天の理と成り、人々の心に入り込んで働く為に二十五年の年限を縮めたのであるが、それによって、ようよう真実誠の神一条の道が治まったのである。
陰から尽くす真実誠の教祖の働きがあればこそ、神の思惑通りの誠の道を運ぶ者が出て来るのだが、たゞ、あの人は結構やと言うて居るだけでは何も分からん。)
道の理分からねばならん。年行てある。何であのような理であろう。今の者はあの人がどういう者と思うが、澄んだ中の濁り、晴天の中でも曇りする事ある。
(真実のをやが、後に続く子供を救けようとして、何もかも捨てて尽くす誠の理が分からねば皆恩倒れに成るだけであって、とても真実誠の神の道には成らんのや。
定められた年数限りの道であり、何の心定めも出来ない間にも、年限の理はどんどんと先へ行きてあるのやで。
真実の心さえ有れば神は十分に働くと言うて居るが、ろくに道の用事もしないようなあの者が、何であのような結構な理であろう。今の出て来る者は一体誰であろう、あの人がどういう道を通った者であろうかと思うような事が出来て来るのや。
いずれ治まる真実の心を神が見定めて、言うに言えない苦労艱難の道を連れて通して来たからこそ澄み切った心を取り戻して来たのであり、又、身も心も天に供えて、末代までも尽くし果たそうとする誠の精神を神が受け取って居るから、思ってもみない結構な道に成るのやで。
皆々一生懸命に道を通って居るつもりでも、人間の理ばかりを大事に運んで神の理を後回しにするなら、とても世界には写せないのであって、澄んだ中の濁りと言うのであり、又明らかな晴天の道の中でも、わずかな苦しみを恐れて曇りの道をする事があるのや。)
道があったならこそ随いて来た。世界濁りの中頼り、あちら何も頼り無きよう、一寸入り込み仕事場と言うて掛かりたなれど、とんとどうもならん。あちらもしさがし、こちらもしさがし、仕事場ではあちらへ持って行き、こちらへ持って行き、どうもならん。
(ここまでの道が出来て来たのも、何もかも捨てて神の思惑通りに尽くそうとする教祖ひながたの道があったならこそ神が自由自在に働けたのであって、それによって多くの人が随いて来たのや。
身を捨てて世界の為に尽くそうとする澄み切った心が有れば道は開けるのであり、世界中の濁り心の中に、そんな澄み切った心は無いかと頼り求めて来たが、あちらにもこちらにも目ぼしいものは何も無く、何処も頼り無きような事であった。
止むを得ず、今ここで育てようとして、神が一寸入り込み、明らかなさしづの理を伝える神の仕事場と言うて掛かりたなれど、皆神を恐れて速やかに聞き分けられず、とんとどうもならんのや。
世界中を駆け回り、あちらを持って真実の心を探し、こちらを持って探しても、捨て身の精神で世界の為に尽くそうとするような澄み切った心は何処にも見当たらず、一方神の仕事場では、大切な神のさしづをあちらへ〈つじつまの合わない社会の事情として〉持って行き、こちらへ〈神の思惑と掛け離れた一部の個人の事情として〉持って行き、どうもならんのや。)
席と言う一あっての二、何程賢うても、晴天の中でも、日々の雨もあれば、旬々の理を聞いてくれ。聞き分けねば一時道とは言わん。これだけ話し掛けたら、どういう者も聞かさにゃならん。これまでの話何でもと思えども、今まで遅れた。いかなる道も分かり来る。
(席〈神様のさしづ〉と言うは、神が先々を見定めて諭す真実の理ばかりであるから何処にも間違いは無いのであり、何事もさしづ通りに運ぼうとする真実の心が定まれば、定まった心を連れて通す為の天然自然順序の理が定まるのであって、一が有ってこそ次の二が有ると言うのだが、何程賢うても、真っすぐな晴天の道の中でも、日々の雨もあれば風の吹く日も有るという事であって、皆旬々の理を聞いてくれなければならん。
たったこれだけの事を聞き分ける事が出来ねば、一事の道〈迷いの無い真っ直ぐな神の道〉とは言わんで。
今までは真実誠の神の道がよく分からなかったから、鮮やかな理が働かなかったのであるが、これだけの明らかな話しを仕掛けたらどうでも理が働くように成るのであり、誰も皆知らなかったでは済まないように成るから、どういう者にも聞かさにゃならんのや。
これまでの処では、神の話を何でも聞き分けようと思えども、何が何でも神の思惑通りに運ばせて貰おうというしっかりとした精神が定まらなかった為に順序の理が定まらなかったのであり、たったそれだけの事で今まで道が遅れたのやで。
己の事はすべて神に任せ、人間思案を捨ててさしづ通りに運ばせて頂こうという誠の精神が定まれば、明らか鮮やかな天の理が働くのであって、理に守られながら真実誠の神の道を通ってみれば、いかなる道も分かり来るのや。)
尋ねばさしづを以て、これまで世界造りたと言う。言うも無理やない、頼むも無理やない。この三つの理を改めて聞かねばならん、と、さしづして置こう。よく聞き分けてくれるよう
 (尋ねるならば、どのような事もさしづの理を以て諭すのであるが、これまでにも伝えて来た処では、皆々に心通りの道を通してやり、苦しみも楽しみも共に分け合い、共に楽しみたいと思って人間世界を創りたと言うてあるのや。
「神様の思惑通りの道を運ばせて頂きたいのは山々ですが、実際の処、どうしていいのかよく分かりません。」と、言うも無理やない。
「あとは神が引き受けをするから、どんと真実定めて運んでくれるよう。」と、頼むのも無理やないで。
この三つの理を改めて聞かねばならん、と、さしづして置こう。よく聞き分けてくれるよう。)
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